
み
ん
な
で
築
こ
う
世
界
の
平
和

８月１５日は終戦記念日

『
平
和
』
の
尊
さ
・
大
切
さ
を

子
ど
も
た
ち
に

松
戸
市
で
は
、
昭
和
6
0年
３
月
に

『
世
界
平
和
都
市
宣
言
』
を
行

い
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
た
め
、
「
戦
時
中
の
食
事
体
験
講
座
」

「
平
和
パ
ネ
ル

ー
ポ
ス
タ
ー
展
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
松
戸
市

『
世
界
平
和
都
市
宣
言
』
事
業
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

圖
総
務
企
画
本
部
総
務
課
晋
一
’一
・
7
3
0
5

我
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
。

何
人
も
平
和
を
愛
し
、
平
和
へ
の
努
力
を
続
け
、
常
に
平
和
に

暮
ら
せ
る
よ
Ｉ
均
し
ぐ
希
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
下
の
国
際
情
勢
は
、
緊
張
化
の
方
向
に
進
み
市
民

に
不
安
感
を
与
え
て
い
る
。

か
か
る
状
況
に
鑑
み
、
松
戸
市
は
日
本
国
憲
法
の
基
本
理
念
で

あ
る
平
和
精
神
に
の
っ
と
り
、
平
和
の
維
持
に
努
め
、
併
せ
て
非

核
三
原
則
を
遵
守
し
、
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久

平
和
の
達
成
を
念
願
し
、
世
界
平
和
都
市
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

昭
和
6
0年
３
月
４
日

松
戸
市

平和モニュメント『光風』の前で遊ぶ子どもたち（21 世紀の森と広場）

今

日

、
世

界

に

目

を

向

け

る
と

、

民

族

や

宗

教

間

の
紛

争

や
無

差

別

テ

ロ

な

ど

、

目

を

覆

い
た

く

な

る

よ

う

な

悲

惨

な

現

状

が

メ

デ
ィ

ア

を

通

じ

て

飛

び
込

ん

で

き

ま

す

。

昔

、「
戦

争

を

知

ら

な

い
子

ど

も

達

」

と

い
う

反

戦

歌

が

流
行

し

ま

し

た

が
、
そ

弓

称

さ

れ

た
世

代

も

、

今

で

は
子

の
親

と

な
り

、
日

本

に

戦

争

が
あ

っ
た

こ

と

さ
え

知
ら

な

い
子

ど

も

た

ち

も

増

え

て

い
る

の

で

は

な

い
で

し

ょ
う

か

。

今

の
日

本

の
平

和

は

、

過

去

の

悲

惨

な

戦

争

を

教
訓

に

築

い
て

き

た

も

の
で

あ

る

こ
と

を
再

認

識
し

、

二

度

と

悲

劇

を

繰
り

返

さ

な

い
た

め
に

も

、

戦
争

の
記

憶

を

風
化

さ

せ

る
こ

と

の

な

い
よ
う

、

改

め

て

『
平
和
一

の
尊

さ

・
大
切

さ
を

考
え

、

次

代

を

担

う

子

ど

も

た

ち

に

伝

え

て

い
く

こ

と

が

必
要

で

は

な

い
で

し

ょ
ヽ
つ
か

。

市

で

は
、
昭
和
6
0
年

３

月

に
『
世

界

平

和

都
市

宣

言
』

を
行

っ
て

い

ま
す
。
以
来
、
核
兵
器

廃
絶
と
世
界
的

な
恒
久
平
和
を

念
願
し

、
平

和
の

大
切
さ
を
訴
え

る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
平
和
事
業
を

展
開
し
て
き
ま

し
た

。

皆
さ
ん
も
、「
み

ん
な
で
築
こ
う

世
界

の
平
和

」
を
合

言
葉
に
、

ぜ

ひ
松
戸
市
『
世
界
平

和
都
市
宣
言
』

事
業
に

参
加
し

て
く
だ
さ

い
。

昭
和
2
0年

８
月
６
日
午
前

８

時
1
5分
広
島

に
、
９
日
午
前
1
1

時
２
分
長
崎

に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ

ま
し

た
。
そ
し
て
、
1
5

日
の
終

戦
か
ら
今

年
で
五
十
七

年
に
な

り
ま
す
。

戦
争

に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た

方
の
ご

め

い
福
と
世
界
の
平

和

を
祈

り
、
８
月
６
日
・

９
日

の

原
爆
投
下

時
刻
と
、
１５
日
正
午

に

は
、
各
職

場
や
家
庭
で

一
分

間
の
黙

と
う
を
お
願

い
し
ま
す
。

2月に行われた戦時中の食事体験講座

２
月
９
日

、
市

民
会
館
で

「
戦

時
中

の
食
事

体
験
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た

。

飽
食

の
時
代

と
言

わ
れ
る
現
代

に
お

い
て
、

戦
中

・
戦
後
間
も
な

い
食
糧
難

の
時
代

の
厳
し
さ
を
実

体

験
し
て

も
ら
い
、
食
事
を
通
じ

て
平
和

の
大

切
さ
を
か
み
し

め
て

も
ら

お
う

と

い
う

目
的
で
開
催
し

ま
し
た
。
家

族
連

れ
を

含
む
四
十

二
人

が
参
加
し
、
昔
な

が
ら

の
麦

ご
は
ん
や
さ
つ
ま

い
有
汗

を
作
り
、

昭和60 年3月　世界平和都市を宣言

昭和61 年　　 平和パネル展開始

昭和62 年　　 世界平和都市宣言3周年記念講演会開催

（講師＝アグネス・チャンさん）

親子平和映画鑑賞会開始

平成元年　　　 日本非核宣言自治体協議会に加盟

平成2 年　　　 平和モニュメント『光風（こうふう）』建

立（雨宮敬子作）

松戸市平和コンサート開始（出演＝ボニ

ージャックス）

平成3 年　　　 平和ポスター展開始（市内小中学生の描

いた平和ポスター）

平成5 年　　　 平和基金（1億円）設立※

平成7 年　　　 平和の標語募集および懸垂幕作製（「みん

なで築こう世界の平和」）

フランスに対し核実験中止を求める要請

文送付

中国に対し核実験中止を求める要請文送

付

平成10 年　　　中国に核実験実施に対する抗議文送付

インドに核実験実施に対する抗議文送付

パキスタンに核実験実施に対する抗議文

送付

戦時中の食事体験講座開始

親子平和人形劇公演開始

平成14 年　　 平和短歌・俳句・川柳募集開始

※平和基金の利息は平和事業の経費に充てられています。

味

わ

い
ま
し
た
。

３
月
2
3日
、

継
松
戸
市

お
は

な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
協
力
で
、「
親
子

平
和
人
形
劇
」
を
市
民
劇
場

で
開

催
し
ま
し
た
。

ア
ニ

メ
ー
シ

ョ
ン
や
リ

ズ
ム
遊

び
を
織
旦

父
ぜ
な

が
ら

、
大
を
思

い
や

る
気
持
ち

の
大
切

さ
を
テ
ー

マ
と
し
た
人
形
劇
「
て
ぶ
く
ろ
」
を

通
じ
、
親
子
で
楽
し

み
な
が
ら
平

和
に

つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
こ

と

を
目
的
と
し

た
イ

ベ
ン
ト
で
、
約

二
百
五
十
人

の
親
子

が
参
加
し

ま

し
た

。
７
月
2
3
日

か

ら

開

催

中

の

「
平

和

パ
ネ

ル

・

ポ
ス

タ

ー
展
」

で

は

、

原

爆

に

よ

る

被

災

状

況

の

ポ
ス

タ

１‐・
・
パ

ネ

ル

、

市

内

中

学

校

の
生

徒

が

描

い
た
平

和

ポ

ス

タ

ー
、

世

界

の

恵

ま

れ

な

い
状

況

下

に

あ

る

子

ど

も

た

ち

を

写

し

た

ユ

ニ
セ

フ

の

パ

ネ

ル

を

は

じ

め

、

市

民

の
皆

さ

ん

か

ら

応

募

し

て

い
た

だ

い
た

平

和

短

歌

ふ
樛
句

・
川

柳

を

展

示

し

て

い
ま

す

。

こ

の

「
松

戸

市

平

和

短

歌

・
俳

句

・
川

柳

」

に

つ

い
て

は
、

平

和

へ

の

思

い
を

託

し

た

作

品

を

通

し

て

、

平

和

に

つ

い
て

考

え

て

も

ら

い
た

い
と

い
う

趣

旨

で

６

月

５

Ｈ

か

ら

７

月

５

日

ま

で

募

集

し

た

と

こ

ろ

、

亘

二
十

三

人

か
ら

三

百

九

作
品

と
、
多
く
の
応
募

が
あ
り
ま

し

た
。

同

展
は
、
土

・
日
曜
日
を
除
き
、

８
月
1
5日
困
ま
で
市
役
所
一

階
連

絡
通
路
で
開
催
し
て

い
ま
す

。
平和パネル・ポスター展

以
上
、
こ

れ
ま

で
開
催
し

て
き

た
主
な
イ

ベ
ン
ト
を

紹
介
し

ま
し

た

が
、
今
後

も
い
ろ
い
ろ
な
催
し

を
企
画
し
、
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

一
人
で

も
多
く

の
市
民

の
皆
さ
ん

が
、
平
和

の
尊

さ
・
大
切
さ
を
思

い
参
加

さ
れ

る
こ

と
を

お
待
ち
し

て

い
ま
す
。

『世 界平 和 都市宣 言 』事業 の今 後の 予定

開催日 イベント名 会　場

8月15 日ま

で開催中

平和パネル・ポス

ター展

市役所1 階 連絡

通路

平成15 年

2月中旬

戦時中の食事体験

講座
市民会館

3月 下旬 親子平和人形劇公演 市民劇場

6月 上旬
平和短歌・俳句・

川柳の募集
-

7月中旬

～8 月中甸

平和パネル・ポス

ター屏

市民センター3

力所と市役所

人口と世帯

五香消防署新庁舎が完成（8月25

日から業務を開始）　　　　 ②

ＮＨＫｒＢｓジュニアのど自慢」

出場者・観覧者を募集　　　 ③

8月は「道路ふれあい月間」 ④

観光梨園がオープン　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

世
界
平
和
都
市
宣
言

原
爆
投
下
日
・
終
戦
記
念
日

に
は
慰
霊
と
平
和
の
祈
念
を

松戸市平和の歩み

人口　470,111人 ［＋　118］

男236,693 人 ［＋　6 ］

女233,418 人 ［+ 112 ］

世帯188,636 世帯［十　60］
※平 成12年 国勢調 杏の確 定値 を基 準 とし

て'息計Ｌ か常 倖 人口 です 。

主な内容

『
世

界

平

袒

都

市

宣

言

』
事

業

を

紹

介

し

ま

す

今
年

も
、
今
日
ま
で
に
数

々
の

『
世
界
平
和

都
市

宣
言
』
事
業

を
開

催
し

、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

。
こ
こ
で

、

主

な
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す

。

●
戦
時
中
の
食
事
体
験
講
座

●
「
平

和

パ

ネ

ル

・

ポ
ス

タ

ー

」

展 ●
親
子
平
和
人
形
劇



五
香
消
防
署
新
庁
舎
が
完
成業
務
を
開
始

松
戸
市

総
合
計
画

第
一
次

実
施

計

瞻

丗

耒
「
安
全

で
快
適
な
生
活

環
境
の
実
現
」
を

め
ざ
し

た
、
五

香
消
防
署
移

転
新
築
工

事
が
完
了

し
、
今
月
2
5日

か
ら
新
庁
舎
で
の

電子計算機で個人情報を扱っている

業務名を公表します

業
務
を
開
始
し

ま
す

。

こ

の
庁

舎
は
、
地
震
等
の
大
規

模
災
害
対
応
機

能
が
充
実
し
て

い

る
消
防
署

と
し

て
建
設
さ
れ
ま
し

た

。署防消香五たえ備を能機応対害災模規大

危
機
管
理
能
力
の
充
実

強
化
を
テ
ー
マ
に
、
最
新

の
耐
震
基
準
と
非
常
用
無

線
設
備
や
備
蓄
倉
庫
等
を

備
え
た
基
幹
消
防
署
と
な

Ｉ

手

。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
親
し
ま
れ
る
消
防
署

と
し
て
防
火
指
導
や
、
応

急
手
当
指
導
な
ど
の
施
設

も
整
え
、
さ
ら
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
計
も
取
り
入

れ
ま
し
た
。

今
後
、
五
香
・
常
盤
平

地
区
等
の
ラ
ン
ド
了
－
ク

と
し
て
、
市
民

に
と

っ
て
安
全

で

安
心

で
き

る
地
域
環
境

づ
く
り

に

努

め
て

い
き
ま
す
。

圖

消
防
局
企
画

管
理
室

公
3
6
3
・
Ｉ

機関名 業務名 主な収集項目 対象者

市　長

市民税 氏名・住所・収入・控除・課税標準・税額・口座・勤務先

納税義務者固定資産税
氏名・住所・物件所在・地積・地目・評価・建築年・課

税標準・税額・口座

軽自動車税 氏名・住所・標識番号・車種・税額・口座

住民記録 氏名・住所・性別・続柄・世帯主・本籍・筆頭者
住 民

印鑑登録 氏名 一住所・性別・印鑑登録年月日・印影

外国人登録 氏名・住所・性別 一生年月日・続柄・国籍 外国人

国民年金
氏名 一住所・記号番号・資格・得喪年月日・保険料・口

座
加入者

国民健康保険
氏名 ・住 所 ・記号番 号・資格 ・得喪年 月 日・保険料・口座

・診療 報 酬額

被保険者

介護保険
氏名 一住所 ・記号番号 ・資 格 一得喪年 月日・保険 料・口 座

・介護 状況

保育 保護者氏名・住所・児童氏名・所得・保育料 保護者

下水道 氏名 一住所・使用料・口座 使用者

生活保護
氏名・住所・性別・生年月日・続柄・職業・就業状況・

口座・電話番号 一扶助額
受給者

教育委員会
入学通 知 －

学齢簿 作成
氏名 一住所 ・性 別 一生年 月日 ・保護 者氏名

小中 学 校就学

児 童 一生徒

平成13 年度

市内の大気環境測定結果をお知らせします

二酸化硫黄・一酸化炭素は環境基準を達成

していますが、浮遊粒子状物質および二酸化

窒素については､ 測定局により末達成でした。

光化学オキシダントについては 、環境基準

は未達成で、東葛地域の光化学スモッグ注意

報発令は9 囗でしたが、健康被害発生の報告

はありませんでした。

また、有害大気汚染物質について、トリク

ロロエチレン、テトラクロロエチレンは環境

基準を達成していますが、ベンゼンは一部未

達成で匚ﾌぺ

介
護
保
険
事
業
地
区
別
市
民
会
議
を
開
催

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、

市
民
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
現
在
「
介
護
保
険

事
業
地
区
別
市
民
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

８
月
７
日
以
降
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

固
介
護
支
援
課
登
3
6
6
・
7
3
7
0

介護保険事業地区別市民会議の日程表

日　時 対象地区名 会　場

8/7團

午

後
２

時
S

∠1

時

東部地区
東部スポーツパーク

2階会議室

9銜 新松戸地区
新松戸市民センター

2階 大ホール

19 ㈹ 常盤平団地地区
常盤平市民センター

1階 大ホール

21團 小金原地区
小金原市民センター

2階大ホール

23窗 馬榲地区
馬橋市民センター

2階 大ホール

27㈹ 本庁地区 市民会館301 号室

環境基準（環境上の条ｲ牛）

二酸化窒素

IE持間値 の1 日 平 均ｲ直が

0.04ppm か ら0.06ppm

まで の ゾ ー ン 内 ま た は

そ れ 以 下 で あ る こ と

浮遊粒子状

物質

1時 間値 の 旧 平 均 値 が

0.1 Omg/｢ ﾊﾟ以 下 で あ り

か つ 、IE 持嚮 値 が0.20

m9/ ㎡ 以 下 で ある こ と

ベンゼン
年 平 均 値 が0.003mg/m

以 下 で あ るこ と

項目測定局名、

二酸化窒素

〔98 ％値〕

(叩 ｍ)

浮遊粒子状物質

〔2 ％ 除 外 値 〕

(mg/ ㎡)

ベンゼン

〔年平均値〕

㈲9/ ㎡)

う 殳

環境局

根本 0.059 0.0ﾜ5 0.0030

五香 0.0∠1ﾜ 0.083 0.002ﾜ

ニツ木 0.048 0.082 0.0028

自動車

排ガス局
上本郷 0.061 0.106 0.0039

お盆中の応急 歯科診療所
8月13 日㈹～16 日廊の4日間は下表の歯科診療所を開設します。

麪保健福祉課管理係S366-7 ∠F82

大気汚染物質の発生は工場や事業所のほか、物の燃焼や自動車などにもよります。

●自動車の空ぶかしや急発進・急加速はやめましょう。

●家庭ごみの焼却は、ご近所に迷惑をかけることもありますので、燃やさずに市の

収集に出すようお願いします。

圜環境保全課大気騒音係S366-7337

診療日 受付時間 診 療 所 名 所 在地 電話番号

8/13  W 時 午
30 前

分 ９

時
Ｓ

午
後
４

湯浅歯科医院 根本9- ワ 363-6480

14 冰） しらゆリ歯科医院
上本郷924-4-

101
369-1185

15困 小林歯科クリニック 根本13-5 36∠1-1616

16 銜 白石歯科医院
ハケ畸ワペ5-3-

10∠1
3∠に3－5ﾜ11

そ
の
九
十
九

虫
歯
は
生
活
習
慣
の
指
標

巫

只
都
歯
科
医

師
会

が
、
平

成
６
年
度

か
ら

Ｕ

牛
度
の
六
年

間
に
わ
た

っ
て
行

っ
た
、
う
蝕

の
な

い
子

供
に

育
つ
要

因
に
関

す
る
調
査

研
究
に
よ
る
と

、「
早

寝
早
起
き

の
子

供
に
は
虫
歯

が

少
な
く
、
遅
寝

遅
起
き
の
子
供

に
は
多

い
傾
向

に
あ
る
」
と

い

う
こ
と

が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
平

成
６
年

か
ら
９
年

の
間

の

予
備

調
査

を

も
と

に
、

平
成
1
0年

度
、
Ｈ
年

度
の
小
学

一
年
生
二
千
百
四

十
四
件
に

つ

い
て
、
統
計
処

理
を
行

っ
た
も

の
で
す

。
こ

の
う

ち
虫
歯
の
な

い
子
供
は
九
百

七
十
三
人

（
男

児
五
百
三

十
七
人

、
女
児
四
百

三
十
六
人
）
、
虫
歯

の
あ

る
子
供

は
千
百
七

十
一
人

（
男
児

五
百

七
十

一
人

、
女
児

六
百
人
）
で

し
た

。

調
査
項
目
別

に
簡
単
に
そ
の

傾
向
を
説
明
す

る
と
、

①
早

寝
早

起
き
の
子

供
は
、
う

蝕
所

有
率

が
低
く

、
遅
寝
遅
起

き
に

は
高

い
傾
向
に
あ

る
。
こ

れ
は
、
虫

歯
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
生
活

習
慣
病
の
促
進
因

子
と
し

て
子

供
た
ち
の
将
来
に

影
響

を
与
え

る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

②
歯

磨
き
の
習
慣
に

つ
い
て
は
、

回
数
、
保
護

者
に
よ
る
仕
上

げ

磨
き
、
昼

食
後
の
歯
磨
き
な

ど

で
差

が
あ
り

、
特
に
昼
食
後

の

歯
磨

き
に
有
意
差
が
見
ら
れ
ま

し
た

。
こ

の
結
果
は
、
昼
食
後

の
恚

贋
ざ
の
効
果
と

い
う
よ
り
、

保
護

者
が
子

供
の
口
腔
衛
生
に

関
心
を

持
ち
、
実
践
し
て

い
る

か
ど
う

か
と

い
う

こ
と
だ
と
思

わ

れ
ま
す
。

⑤

貫
生
活
に

つ

い
て
は
、
夕

食

後
寝

る
前

の
間
に
何
か
食

べ
る

子
供
は
虫

歯
が
多

い
と

い
う

傾

向

が
見

ら

れ
ま
し

た

。
ま

た

、

朝
食
を
毎
日

食
べ
な

い
子
供

に

も

同
様

の
傾

向

が
あ
り

ま

す

。

間
食

の
回
数
に
お

い
て

も
、

虫

歯

の
な

い
子

供
は
虫
歯

の
あ
る

子
供
に
比

べ
て
間
食

が
少

な

い

と

い
弓
結
果
に
な
っ
て
い
求

す
。

以
上

の
結
果
か
ら
、

基
本

的

な
生
活

習
慣

及
び
食
生
活

、
歯

磨
き

の
習
慣
の
違

い
を
比

較
す

る
と
、
良

い
習
慣
を
持

っ
て

い

る
子
供

に

は
虫

歯

が
少

な

い
。

ま

た
、

今
回
の
調
査

が
、

就
学

早
々
の
児

童
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

家
庭
生
活

の
差
異
、

つ
ま
り

保

護
者

の
生
活

習
慣
に
対
す

る
正

し

い
取
り

組
み
方

が
虫

歯
の
な

い
子
供

に
育
て

る
上
で
大

き
な

影
響
を

持
つ
こ
と

が
分

か
り

ま

し

た
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ

れ

ら

の
結

果
は
将
来
の
生
活

習
慣

病
を
防
ぐ

た
め
の
大
き

な
指
標

に

な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

口

の
中
は
、
外
か
ら
見
え

る

健
康

の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と

い
え

る
で
し

さ
凡

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

歯
を
大
切
秡

案
内
図

市民などの個人情報を保護するため制定された「個人情報の保護に関す

る条例」に基づき、電子計算機で対象者の個人情報の保管等を行っている

主な業務名をお知らせします。

圜総務企画本部総務課| 丁担当室S366-7399

個人情報の保管等に係る主な業務

８
月
２
５
日
（
日
）
か
ら

[平成13 年度大気環境測定結果]

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

※受診する際は、あらかじめ医療機関へ確認してください。



森
の
ホ
ー
ル
2
一
で
開
催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
Ｂ
Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア
の
ど
自
慢
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
２
テ
レ
ビ
の
番
組
「
Ｂ
Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア
の
ど
自
慢
」

の
公
開
録
画
が
９
月
８
日
脚
に
森
の
ホ
ー
ル
Ｃ＼
Jで
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
総
合
テ
レ
ビ
で
長
年
好
評
を
得
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
と
自
慢
」
の
子
ど
も
版
で
、
中
学
生
以
下
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

えなりかずきさん森口博子さん

①出場を希望する人のハガキ記入要領

公

闘

録
画

日

…

９

月

８

日

収
午

後

２

時

～

４

時
3
0
分

予

足

（
午

後

１

時

開

場

）

会

場

…

森

の

ホ

ー

ル
2
1
（
千

駄
堀

六
四

六

の

四

）

キ

齧

…
Ｎ

Ｈ

Ｋ

千

葉

放

送

局

・
松

戸
市

・
赧

松

戸

市

文

化

振
興

財
団

ゲ

ス

ト
：

え

な
り

か

ず

き

司

会
・：
森

口

博

子

、

関

口

健

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

出

場

を

希

望

す

る
人
・：
８

月
1
5
日

本

〔
必

着

〕

ま

で

に

、
官

製

往

狠

（

ガ
キ

に

左

記

①

の
要

領

で

記

入

し

、

申

し

込

み

く

だ

さ

い
。

予

選

会
・
：
９

月

７

日

出

午

後

１

時

3
0分

か

ら

（
午

後

Ｏ

時
3
0
分

受

け

付

け

）

②観覧を希望する人のハガキ記入要領

①
中

学

生

以

下

の
人

に

限

り

ま

す

（
予

選

・
本
番

と
か

保
護

者
同
伴

）
。

②
幼

児

は

、
ひ

と
り

で

ス

テ

Ｌ

ン

に

立

ち

歌

兄
る
こ

と

。

顫
応

募

は

一
組

一
通

に

限

昨
手
于

。

倒

抽

選

で

八
十

組

程

度

の

人

に

予

選

会

出

場

の
通

知

を

し

ま

す

。

㈱

予

選

会

で
歌

弓

曲

目

は

、

事

前

に

通

知

し

ま

す

。

㈱

本

番

出

場

者

に

は

、
四

人

程

度

の
応

援

団

と
と

も

に

ス

テ

Ｌ

ン
に

上

が

っ
て

い
た

だ

き

ま

す

。

観

覧

を
希

望

す

る
人
・
：
８

月
2
2
日

本

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

官

製

往

侃

（

ガ

キ

に
左

記

②

の

要

領

で

記

入

し

、

申

し

込

み

く

だ

さ

い
。

出
小

学

生
以
下

は
保
護

者
同

伴
（
乳

幼

児

の
同

伴

・
入

場

は

で

き
ま

せ

ん
）
。

個
抽

選

で

入
場

整

理

券

（
（

ガ

キ

ー
枚
で

二

人
ま

で
入

場
可
能

）
を

送

付

し

ま

す

。

放

送
予

犀

：
９

月
2
1
日
0
0
午

後

６

時

～

６

時
5
4
分

＝
衛

星

第

２

圜

Ｎ

Ｈ
Ｋ

千

葉

放
送

局

昔
0
4
3・
2
2
7

・
７

３

１

１

、
姉
松

戸

市

文

化

振

興

財
団

昔
3
8
4・
5
0
5
0

まつど生涯学習大学専攻科受講生を募集
統一テーマ「高齢者が実践できる地域の子育てとは」

９
月
定
例
市
議
会
を
開
催

平

成
1
4年
松

戸
市
議
会
９
月
定

例
会

は
、
９
月

４

日

水
か
ら
2
5日

南
ま

で
開
催
さ
れ
る
勇

疋
で
す
。

請
願

・
陳
情
は
、
８
月
2
6日

囲

午
後
５
時
ま

で
に

提
出
し

て
く
だ
さ

い
。
提
出
に

際
し

て
は
、
趣
旨
を

簡
潔

に
記

載
し
て
く
だ
さ

い
。

※
予
備
日

に
も
本
会
議

（
一
般
質
問

）
が
開
催

さ
れ

る
場
合

が
あ
り
ま
す

。
傍
聴
す
る
際
は
、
日
程
（
左

記

）
を
あ
ら
か
じ

め
確
認
し

て
く

だ
さ

い
。

固

市
議
会

事

務
局
議
事

課

容
3
6
6
・
7
3
8
2

期日 会議予定 主な内容

9/4W 招集日・本会議 議案説明

5㈲

本会議 一般質問
6窗

9(月)

10 ㈲

11 困 予備日

12 困
常任委員会 議案等の審査

13廊

17(火)

決算審査

特別委員会

平成13年度各会

計決算認定審査

18㈲

19 ㈲

20 窗

25困 本会議 議案等の議決

昨年の専攻科学習風景

期日…9月４日～11 月2「7日の毎週水曜日

時間…午後1 時30 分～3 時30 分

対象…市内在住･ 在勤の60 歳以上でまつど生

涯学習大学を修了している人

定員…各コース30 人（抽選）

費用…無料（教材費等実費）

圃8 月15 日㈲までに、往復ハガ半に①住所②

氏名（フリガナ）③年齢④性別⑤電話番号⑥

生涯学習大学修了年度⑦希望コース名⑧応募

の動機⑧特技・趣味､ 返信用あて名を記入し

て、〒2ﾜ1-0094 松戸市上矢切299 の1 松戸

市総合福祉会館内　公民館まつど生涯学習大

学専攻科係(H368-1214) へ

『あすに はばたく 女性たちへ』〔全6回〕

公民館女性大学講座

期　日 コース 内　容 講　師 会　場

9/4 團
全 体 会 （開 校 弍 、基 調 講 演 ）

講 演 …聖 徳 大 学 教 授 ・清 水 英 男 氏 、千 葉 大 学 助 教 授 ・木 下 勇 氏

健 康 増 進 セ ン タ ー

(総 合 福 祉 会 館 内)

9/11

～11/13 の

毎 週 水 曜 日

(1)学 校 支 援 ボ ラ ン

テ ィ ア 研 究 コ ー ス

「 地 域 の 高 齢 者 が で き る 学 校

支 援 ボ ラ ン テ ィ ア と は 」 を 調

査 研 究 し ま す

聖 徳 大 学 人 文

学 部 教 授 ・清

水 英 男 氏 ほ か

文 化 ホ ー ル 講 座 室

(2)地域 で 育 む 子ど も

の安 全 、冒 険 と ふれ

あい 研 究 コ ー ス

「 学 区 内 の 安 全 ・ 冒 険 ・ ふ れ

あ い 子 育 て マ ッ プ 」 を 調 査 ・

作 成 し ま す

千 葉 大 学 園 芸

学 部 助 教 授 一

木 下 勇 氏

健 康 増 進 セ ン タ ー

(総 合 福 祉 会 館 内)
11/20W

全 体 会 （コ ー ス 別 研 究 成 果 発 表 ）

講 評 …聖 徳 大 学 教 授 ・清 水 英 男 氏 、千 葉 大 学 助 教 授 ・木 下 勇 氏

11/27 ㈲
全 体 会 （ま と め の 講 演 、修 了 式 ）

講 演 …聖 徳 大 学 教 授 ・清 水 英 男 氏 、千 葉 大 学 助 教 授 ・木 下 勇 氏

働いている女性と働きたい

と思っている女性の講座です。

時間…午後ﾜ 時～8 時30 分

会場…女性センターゆうまつど

講師…聖徳大学人文学部臈教授

・島田薫氏

定員…先着50 人

費用…無料

圃電話で公民館S368-1214

へ

日　時 内　容

9/ 5 ㈲ 人 生 に つ い て 深＜ 考 え て み よう

12 ㈲ 働＜ こ と　 働 き続 け るこ と の違 い

19 ㈲ 日本 社 会 を みじ ん 切 り に する

10/10 困 もレ ア メ リカ で 暮 らし たら

17困 女 性 に と っ て の幸 せな 結 婚

24困
発 言 する こ と から 世 の 中 が変 わ る

(デ ィ スカ ッ シ ョ ン)

会 場 … 国 土 交 通 省 建 設 技 術 展 示 館 （Ｊ Ｒ

新 八 柱 駅 ま た は 新 京 成 八 柱 駅 か ら 牧 の 原

団 地 行 き パ ス 、 牧 野 原 小 学 校 下 車 ）

時 間 … 午 後1Bff30 分 ～3B30 分

講 師 … 国 土 交 通 省 関 東 技 術 事 務 所 職 員 ほ か

定 員 … 先 着50 人

費 用 … 無 料

Ⅲ 電 話 で 公 民 館S368-1214 へ

開催日 テーマ

8/23R 豊 か な 河 川 環 境 の 形 成

30圃 環 境 に 優し い 道 路

9/ 6 銜 建 築 に お ける 環 境 対 策

13廊 建 設 リ サ イ ク ル の 推 進

共催建設技術展示館　公民館成人講座

■
市
民
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護

支
援
課
内
）
 
■
3
6
6
-
7
3
4
3

今

回

で

最

終

回
で

す

。

八

つ
つ

あ

ん

ご
隠

居
、
こ
の
間
た
ま

た
ま

雨

で
仕

事
が
休
み
で
う
ち

で
ご

ろ
寝
し

て
た
ら
、
お
う

め
さ
ん

に
「
そ

ん
な
に
ひ
ま
な
ら
」
つ
て

誘

わ
れ
ま
し
て
ね
、
隣

の
お
よ

ね

さ
ん
に
付
き
添

っ
て

一
緒
に

矢

切
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ

ー
へ
痴
呆

予
防
教
室
に
行

っ
て

き

た
ん
で
す

よ
。

ご

隠

居

そ
れ
は
い
い
こ
と
だ
っ
た
な
。

そ

れ
で
ど
ん
な
内
容
だ

っ
た
か

ね
。

八

つ
つ

あ
ん

あ
っ
し
は
痴
呆
予
防

教
室

っ

て
か
た

い
イ

メ
ー
ジ
を

持
っ
て

い
た
ん
で
す
け
ど
ね

、
み
ん
な

で
歌

を
う
た

っ
た
り

折
り
紙
を

し

た
り
し

て
楽
し
か
っ
た
で
す

よ
。
声
を
出
し
た
り
手

先
を
使

う
こ

と
で
脳

の
動

き
が
良
く
な

る
ん
だ
そ
う

で
す
よ
。

ご
隠

居

そ
う
じ

ゃ
な
、

痴
呆

に
な

っ

た
ら
ど
う
し
よ
う

じ
ゃ
な
く
痴

呆

症
に
な
ら
な

い
よ
う

に
す

る

に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
考

え

る
こ
と
が
大
事
じ

ゃ
な
。
そ

れ
は
痴
呆
症

に
限
ら
ず
な
ん

の

病
気
に
対
し
て

も
あ
て
は
ま

る

こ
と
な
ん
じ

ゃ
。

八

つ
つ

あ
ん

要
す

る
に
予
防

が
大
切

っ
て

こ
と
な
ん
で
す
ね
。

ご

隠

居

そ
う

い
う
こ

と
じ

ゃ
よ
。
健

康
で
元
気
に

暮
ら
せ

る
の
が
一

番

し

ゃ
か
ら
な
。

八

つ

つ

あ
ん

じ

ゃ
、

ご
隠

居
も
痴
呆

症
に

な
ら
な

い
よ
う

に
予
防
し

な
い

ご

隠

居

ま

っ
た
く

人
を
年
寄
り
扱

い

し
て
！
・
じ

ゃ
が
今
度
は

わ
し

も

参

加
さ
せ
て
も
ら
う
と
し
よ
う
。

今
度
は

、
な
に
な
に
転
倒

予
防

教
室
か

。

八

つ
つ

あ

ん

ね
た

き
り

の
原
因

は
転
倒
が

一
番

多

い
よ
う

で
す

か

ら
ね

。

一
緒
に
行

き
ま
し

ょ
う

よ
、
ご

隠
居
。

ご

隠

居

八

っ
つ
あ
ん
は
ま
だ

若

い
ん

だ
か
ら
仕
事
に
精
出
し

な
さ
い
。

私

は
友

達
を
誘

っ
て
行

き
ま
す

よ

。こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
今
回
が
最

終
回
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
広

報
や
チ
ラ
シ
で
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
催
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

環境にやさしい建設技術への取組み[全４回]

出
場
者
お
よ
び
観
覧
者
を
募
集

9月定例市議会日程表

第
十
二
回
 
介
護
予
防
教
室
に
参
加
し
ま
し
ょ

う 在
宅
介
護
の
窓
口
か
ら



道
路
は
み
ん
な
の
共
有
財
産

国

土

交

通

省

は

昭

和
6
1
年

か

ら

毎

年

８

月

を

「

道

路

ふ

れ

あ

い

月

間

」
、

８

月
1
0
日

を

「
道

の

日

」

と

し

、

道

路

の

意

義

、

重

要

性

に

対

す

る

国

民

の

関

心

を

高

め

る

た

め

の

運

動

を

展

開

し

て

い

ま

す

。

道

路

は
市

民

生

活

を

維

持

す

る

た

め

に

欠

か

せ

な

い

施

設

で

す

が

、

あ

ま

り

に
身

近

な

存

在

で

あ

る

た

め

、
そ

の

重

要

性

が

見

過

ご

さ

れ

が

ち

で

す

。

ぜ
ひ

、

こ

の

機

会

に

皆

さ

ん

の

周

り
の

道

路

の

状
況

を

見

て

、

道

路

の

大

切

さ

を
再

認

識

し

、

一
人

ひ

と

り

が

ル

ー

ル

を

守

っ

て

、

気

持

ち

よ

く

通

行

で

き

る

よ

う

に

、

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

圈

道

路

維

持

課

公
3
6
6・
7
3
5
8

皆さん、ルールを守っていますか？

枝
の
は
み
出
し
は
禁
止
で
す
！

『
道
の
日
』

道
路

は
、
だ
れ
で
も
自
由
に
通

行
す

る
こ

と
が
で
き
ま
す

が
、
個

人

が
勝
手

に

使
用

す

る
こ
と

は
、

道

路
法

、
道
路
交
通

法
に
よ
り
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

左
上

の
イ
ラ
ス
ト
は
、
よ
く
見

か
け

る
ル
ー
ル
違
反

を
示
し
て

い

ま
す

。
こ

れ
ら
の
違
反
は
大
変
迷

惑

で
あ
り

、
特
に
お
年
寄
り

や
体

の
不

自
由

な
人
に
と

っ
て
は
、
危

険

で
す

。

ま

た
、
市
民
の
皆
さ

ん
か

ら

「
歩
道

の
上

に

放
置

し
て

あ

る

置
き
看

板
に
ぶ
つ
か

っ
て
け

が

を

し

た
≒

陳

列

し

て

あ

る
商

品

が
邪
魔
で
、
歩
道
を
歩
く
こ

と
が
で
き
な

い
た

め
、
車
道
を

歩
き
危

険
な
思

い
を
し
た
」
等

路上に商品を陳列して
はいけません！

８月24 日出・31 日出 、9月８日日　 乗船場所松戸緊急船着場（葛飾

橋北側河川敷） 定員各ﾜ2 人（抽選）

で
す

の
声
が
寄
せ

ら
れ
て

い
ま
す
。

も
し

、
あ
な
た
が
ル

ー
ル
違
反

を
し

て

い
る
の
で
あ
れ

ば
、
す
ぐ

や
め
て
く

だ
さ

い
。

道
路

に
は
、
安
全
に
ス
ム

ー
ズ

な
通
行
を

サ
ポ
ー
ト
す

る
施
設
と

七
て

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

・
カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー
・
標

識

・
街

路
灯
な
ど
を
整

備
し

て

い
ま
す
が
、
事
故
に
よ

る

当

て
逃

げ
や
、

い
た
ず
ら
な
ど
に

よ

る
破
損
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
重
大
な

事
故

に
つ
な
が
る
危
険
性

が
あ
り

ま
す

。
も
し

、
当
て
逃
げ
や
破
損

個
所

を
発
見

し
た
ら
、
す
ぐ
に
道

路

維
持
課
へ
ご
連
絡
を
お
願

い
し

ま
す

。

運航区間 鋤 間( 往路/ 復 路) 、 乗船料(片道

松戸緊急船着 場 9:00 発/16:35 着

スポーツランド 10:00 着/15:35 発 1,000 円

今 井 交 通 公 園 10:20 着/15 二15発 1,300 円

な ぎ さ 公 園 10:40 着/14:55 発 1,460円

葛 西 臨 海 公 園 11:40 着/1 ∠に40 発 1,640 円

お 台場海浜公園 11:55 着/13:45 発 2､440 円

※小学生以下は半額（幼児は大人1人につき1人まで無料）。

※駐車スペースがあります。

※１日1往復のみの運航です（片道のみの乗船も可）。

※天候等の都合により欠航する場合があります。

圃8 月15 日㈲［必着］までに、往復ハガ半に①乗船希望日②代表者氏

名・住所・電話番号③ 参加人数④参加者全員の氏名と年齢を記入して、

〒2ﾜ1-8588  (住所不要）松戸市役所商工観光課(S366-ﾜ32ﾜ ）へ

畑

や
駐

車
場
か
ら
道
路

（
側
溝

を
含
む
）

へ
土
砂

等
が
流
出
し
た

り
、
樹
木

が
道
路
へ
覆

い
か
ぶ
さ

っ
た
場

合
は
、
す
み
や
か
に
除
去

し
、
良
好

な
道
路
環
境
の
維
持
に

努

め
て
く

だ
さ

い
。

道
路
の
上
空
を
使
卅

ず
る
場
合
、

看板・日よけの設置基準運

行

日

…

８

月
1
3
日

㈹

・
1
4
日

伽

・
1
5
日

困

・
1
6日

圏

運

行

区

間

…

新

京

成

五

香

駅

西

口

～

白

井

聖

地

公

園

停

留

所
・
：
新

京
成

五

香

駅

西

口

よ
（

高

台

病

院

・
六

実

駅

入

口

・
白

井

聖

地

公

園

（
終

点
）

乗

車

運

賃
・
：

（
片

道

）
大

人

六

百

円

・
子

供

三

百

円

※

全

区

間

同

一
料

金

運

行

時
間
・：
時

刻
表

の
と

お

び

、

一

日

に

三

本

運

行

（
1
3日

は
四

本

運
行

、
片

道

約

四

十

分

）

※

座

席

数

が
限

ら

れ
て

い
ま

す

の
で

座

れ

な

い
場

合

が

あ

り

ま

す

。

※

乗

車

定
員

に

達

す

る

と

、

乗

車

を

お

断

り

す

る

場

合

が

あ

「
道
路
の
占
用
行
為
」
と

い
う
こ

と

に
な
り

、
市
へ
の
届
け
出

が
必
要

で
す
。
道
路
上
空
へ
看
板
、
日

よ
け

等

を
突
出
し
て
設
置
す

る
場
合
は
、

左

の
イ
ラ
ス
ト
に
示
し
た
設
置

基

準

に
従

い
、
道
路
占
用

の
許
可

が

必
要

で
す
。
ま
だ
申
請
し

て
い
な

い
人
は
、
至
急
道
路
維

持
課

で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
許
可
後
、

道
路

の
使
用

の
対
価
と
し
て
占
用
料

（
※
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※占用料＝単価×面積

＜道路占用料単価 ＞

看板…表示面積1 ㎡ につき年間8,500 円 （注）

日よけ…占 用面積1 吋 こつき年間2,080 円

（注）看板については占用（表示）面積の25 ％

が減免さ れます。

白井聖地公園行き臨時バス時刻表

遺

児

手

当

の
８

月

期

分

（
４
～

７

月

分

）

を

８

月
1
2
日

囲
以

降

に

受

給

者

の
指

定
口

座

に

振
り

込

み

ま

す

。

支

給

額
（
児

童

一

人

に

つ
き

）
父

母

の

一
方

と

死

別

＝
月

額
五

千

五

百

円

、

両

親

と

死

別

＝
一
万

五
百

円

（
８
月

・
1
2月

・
４
月

の

年

三

回

支

哲

新

た

に

手

当

の

支

給

を

希

望

す

る

人

は

、

申

請

し

て

く

だ

さ

い

対

象

市

内

に
居

住
し

、
父

母

の

一
方

ま

た

は
両

親

ど
死

別

し

た
児

童

（
中

学

校

卒

業

ま

で
）

を

扶
養

し

て

い

る
人

申

請

に

あ
嬰

な

も

の

①

認

め

印

②
一
ヵ

月

以
内

に

発

行

さ

れ
た

世

帯

全
員

の
住

民

票

禾

籍

等
す

べ
て

記

載

さ

れ

た

も

の

）

ま

た

は
外

国

人

登

録

原
票

記

載

事

項

証

明

書

③

一
ヵ

月

以

内

に

発
行

さ

れ
た

申

請

者

と

遺
児

記

載

の

戸

籍

謄

本

④

甲

請

者

名

義

の

預

金

通

帳

（
郵

便
局

を

除
ぐ

）

の

表

紙

の

コ

ピ

ー

※

随
時

受

け
付

け

て

い
ま

す

。
手

当

は
申

請

の

翌
月

か

ら

支

給

※
現

在

受

給

し

て

い
る

人

は

こ

の

手

続

き

は
不

要

で

す

。

圖

児

童

福

祉

課

給

付

係

登
3
6
6
・
７

８
月

９
日

嵐

か

ら
郵

便

局

・
銀

行

で

８

月

期
（
４

～

７

月

分

）
の
手

当

を

お
受

け
取

り

く

だ

さ

い
。

固

児

童

福

祉

課

給

付

係

公
3
6
6
・
７

特

別
児

童

扶

養

手

当

を
受

け

て

い
る

人

に

は

、

現
況

届

の

用

紙

を

送
り

ま

す

。

こ

の
届

け

出

が
な

い

と

手

当

が
受

け

ら

れ
ま

せ

ん

。

提
出

期

間
・
：
８

月
1
2
日

側

～

９

月
1
0
日

㈹

圖

障

害

福

祉

課

登
3
6
6・
7
3
4
8

大

規

模
小

売

店

舗

立

地

法

に

基

づ

き

提
出

さ

れ

た

、

大

規

模

小

売

店
舗

の

変

更

事

項

の
概

要

を

、

縦

覧

で

き

ま

す

。

恋
更

内

容

㈱

マ
ル

エ

ツ
牧

の

原

店

の

閉

店

時

刻

、

来

客

が

駐
車

場

を
利

用

す

る

こ

と

が
で

き

る
時

間

帯
　

縦

覧

期

限
1
0
月
2
8
日

丱

ま

で

縦

覧

場

所

商
工

観

光

課

（
京
葉

ガ

ス

Ｆ

松

戸

第
ニ

ヒ

ル

四

階

）

讖

商

工

観

光

課

容
3
6
6
・
7
3
2
7

８

月

８

日

床
午

後

２
時

か

ら

会

場

京

葉

ガ

ス
Ｆ

松

戸

ビ

ル
五

階

会

議

室

糸
傍

聴

で

き
ま

す

。

議
案

等

は

お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。
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企

画

管
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①
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９
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、
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②
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４
時
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固
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福

祉

課
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、
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き
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ま
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づ

く
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に
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が
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よ

夕

な

ア
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デ
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お

待
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し

て

い
ま

す
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消
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〕
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で
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白
井
聖
地
公
園
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

り
ま
す
。

※
バ
ス
の
運
行

に
伴

い
白
井
聖

地
公

園
外
周

道
路
の
一
部

が

駐
車
禁
止
と
な
江
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
拿
气

固
公

園
緑
地
課

白
井

聖
地
公

園

係
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時
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※印のバスは、13日 ㈲のみ運行します。

8
月
1
0
日
は

突
出
看
板
、
日
よ
け
の
申

請
を
し
て
い
ま
す
か
？

迷惑駐輪・駐車
はいけません！

凛智 潔 牋

いけません！

～松戸から東京湾へ続く川の旅～

江戸川水上バ ス を運航 し ます

迷
惑
で
す
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
！

道
路
に
突
出
し
て
看
板
、
日

よ
け
を
設
置
す
る
と
き
は
許

可
が
必
要
で
す

民
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い

て
の
お
願
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

の
提
出

児
童
扶
養
手
当
８
月
期
分
を

支
給
し
ま
す

遺
児
手
当
８
月
期
分
を
支
給

し
ま
す

千
葉
県
地
域
づ
く
り
ア
イ
デ

ア
コ
ン
ク
ー
ル

愛
の
献
血

教
育
委
員
会
会
議

大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
事

項
に
関
す
る
縦
覧

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
破
損

を
見
つ
け
た
ら
、
ご
連
絡
を



開園期間は８月中旬～１０月中旬

高塚地区
松戸駅西口から京成バス「市立東松

戸病院行き」で、東部スポーツパーク

前から終点までの各停留所下車、また

は「梨香台団地行き」で終点下車。 JR

武蔵 野線・北総開発鉄道東松戸駅また

は秋山駅下車

圖渡来S392-6471  (⑩ 園）、岡田≪391

－8077 （治 園）、石橋0392-9131  ( 高

松園）、宇田川公392-1490  (高安 園）

東武 野田 線六

実駅下車

圜 石井c387  ―

5609  (石井梨園)、

野口容384-1359

(野口果樹園)

六実諛区

新京成くぬぎ山駅下車、または北総

開発鉄道大町駅下車

圖 松戸市農協松飛台支店0385-5050

おはな し キ ャラ バン８月 の 公演

期日 会場 時間 プログラム

8/7(;水)

馬橋市民センター 午前10時～10 時30 分
絵 本 「う ご い ち や だ め 冂

紙 芝 居 「 か つぱ の すも う 」

新松戸市民センター 午前11時30 分～正午
絵 本「う ん ち し た の は だ れ よ 冂

紙 芝 居 「ジ ャ ッ ク と 豆 の 木 」

小金北市民センター 午後2時～2時30 分
絵 本 「う ご い ち や だ め 冂

紙 芝 居 「 か つ ぱ の すも う 」

図書館小金分館 午後3時30 分～4時
絵 本「う ん ち し た の は だ れ よ 囗

紙 芝 居 「ジ ャ ッ ク と 豆 の 木 」

昨

東部スポーツパーク 午前10時～10 時30 分
絵 本 「ラ ン　 パ ン　 パ ン 」

紙 芝 居 「 か つ ぱ の す も う 」

和名ヶ 谷ス ポー ツセン ター 午前11時30 分～正午
絵 本 「く ま く ん の ト ロ ッ コ」

紙 芝 居 「 だ れ か な　 だ れ か な 」

二 十 世紀が 丘市民 セン ター 午後2時～2時30 分
絵 本 「ラ ン　 パ ン　 パ ン 」

紙 芝 居 「 だ れ か な　 だ れ か な 」

矢切公民館 午後3時30 分～4時
絵 本 「ス イ ミ ー 」

紙 芝 居 「ジ ャ ッ ク と 豆 の 木 」

14㈲ 図書館本館 午後3時30 分～4時
絵 本「う ん ち し た の は だ れ よ 冂

紙 芝 居 「さ ん び き のこ ぶ た 」

17は）
お はな し ひろ ば( 青 少 年

会 館)
午前10時～正午 人 形 劇 の 簡 単 上 演 指 導

28㈲ 図書館本館 午後3時30 分～4時
絵 本「う ん ち し た の は だ れよ 冂

紙 芝 居 「さ ん び きの こ ぶ た 」

30㈲ 市民会館
午 前9 時30 分 ～ 午 後3

賂3 ∩册

子 ど も ・本 ま つ リ 特 別プ ロ グ ラ

ム

対象3～9 歳＜らい　持ち物靴を入れるビニール袋　費用無料

※図書館カードをお持ちになれば、本が借りられます。

圜市立図書館s365  ―引15

9 月14 日倒・28 日出午後IE時30 分～4時30 分　会場叫松戸

市おはなし キャラバン事業所　内容人形劇「おおきなかぷ」

の人形を使って基本操作を習得　定員先着25 人　費用950 円

（テキスト・關）本代）

圃9 月６日窗 〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所・氏名・電

話番号・職業・受講希望の理由を記入して、〒270-0035

松戸市新松戸南2の2 （M聯公戸市おはなしキャラバン（f1344

一3037) へ

「
演
じ
て
み
よ
う
人
形
劇
」

秋
の
味
覚

、
梨

の
季
節

が
や

っ
て
き
ま
し
た

。

市

内
四
地
区

に
あ

る
観
光
梨

園

が
８
月
中
旬

か
ら
、

オ
ー
プ

ン
し
ま
す

。
入
園
料
は
無
料

で

す
。今
平

谷
み
ず
み
ず
し

い
梨
が
、

た
わ
わ
に
実

っ
て

い
ま
す

。
あ

な
た
も
梨

の
も
ぎ
と
り
を
体

験

し
て
み
ま
せ

ん
か
。

梨
園

の
案

内

パ
ン
フ
レ

ッ
ト

を
商
工
観
光

課
に
用
意
し

て
い

ま
す

。
ぜ
ひ

ご
利
用
ぐ

だ
さ

い
。

圖
商
工

観
光
課
観
光
係

昔
3
6
6
・

梨の品 種と価格（時期は気象条件により多少前後することがあります）

品 種 幸　水 豊　水 菊　水 二十世紀 新　星 新　高 新 興

時　 期
8 月

中 旬 ～
8 月 下 旬 ～9 月 中 旬

9 月 下 旬 ～

10 月 上 中 旬

標 準 価 格

(1kg)

550 円 （も ぎ と り の 場 合 、600 円 に な り ま す ）

※価 格 は 消 費 税 を 含 ん で い ま す 。

ぶどう狩りも楽しめます

梨
狩
り
に
で
か
け
ま
せ
ん
か

市内で果物狩りが楽しめるのは梨だけではありません。常盤平地区にはぶ

どう園が2ヵ所あり 、ペストシーズンは8 月下旬から9 月上旬までです。ほか

に、リンゴや半ウイを栽培している農家もあり、農園や庭先での直売や宅配

便による購入もできます。

詳しくはお問い合わせください。

開園期間8月下旬～10 月下旬　品種巨峰・ふじみのりなど

昌商工観光課c366 ―7327 、J][]菠ぶどう園(金ケ作) S388-

3578､ 一相田ぶどう園( 千駄堀) 公3∠11―3588

家

族

や

お

友

達

と

一

緒

に

秋

の

味

覚

の
収

穫

体

験
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ん

か
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収

穫
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期
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旬
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収
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収
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四
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収
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直
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）

※
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い
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よ

び
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、

収

穫
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間

く

ら

い
前

に

お
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ら
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し
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す
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に
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昔
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７
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）
　へ

パソ コン講座のお知らせ

(パソコンを使用しての自主

学習)

定員…各回20 人　費用…無料

09/ 2 ㈲午後6畤～9 時

09/ 8( 日)午前9時30 分～午後

O眄30 分・午後1時

30 分～∠1時30 分

09/10C 火)午後6 眄～9 時

09/12W 午後6 眄～9 時

09/17W 午後6E時～9 時

09/2( χ紛午後6 時～9 時

09/21c 午前9時30 分～午後

Ｏ畤30 分・午後1 時

30 分～4 時30 分

09/25W 午後6 畤～9 時

パソコン操作修 得コース

講座名 期　日 定員

初 め て の パ ソ コ ン コ

ー ス

9/2(0・3(火)・4㈲

各20人

9/180J0・19㈲・20銜

WARD&EXCEL 基 礎

１コ ー ス

9/5休)・6銜・7出

9/90月卜10 ㈲・11 ㈲
WARD&EXCEL 基 礎

２コ ー ス

9/12(*)・13R ・14(が

9/26休)・27窗・28仕)

Ⅲ「パソコン操作」は求職受付票を持って８月

10日出午前9 時から 、「IT学習」は8 月15 日休）午

前9時から､直接松戸職業訓練センター（小金原1

の19 の3､c349-3200) 窓口で受け付け（IT学

習は電話での申し込みも可）。

※受付開始時に定員を超えた場合はその場で抽

選 町 学習は窓口優先）。

※募集については毎月行います。

※受け付け当日は車での来場はご遠慮＜ださい。

松戸商工会議所パソコン教室
コース名 日　時 費 用 （　 ）内 は 会 員

イ
ン

ター

ネ

ッ

ト
活
用

講
習

電 子 メ ール 送 受 信

(E メ ー ル の 基 本 か ら フ ァ イ ル

添 付 の 方 法 ま で)

8/24W 、9/25 ≪ の い ず れ

か1 日､ 午前10 時 ～ 午 後5 時
晉 奈 川 毀 広

ホ ーム ペ ー ジ 作 成 基 礎（フ ロ ン

ト ページ 〔ソフ ト名 〕 を 使用レ

基本 から 写真 ・地図 の掲 載 等）

8/28 ㈲ 、9/28 ㈹ の い ず れ

か 旧､ 午前10 時 ～ 午 後5 時

電 子 決 済 ・ 署 名 （訟 発 注 デ ー

齟 黙 渡 し か ら 砥子 決 済 方
8/30c 午 後1 時30 分 ～3 時

30 分

総 鶏 川 万 能

パ

ソ

コ

ン

体

験

教

室

超 初 心 者 コ ー ス （パ ソ コ ン を

初 め て 触 れ る 人 に 電 源 の 入 れ

方 か ら 教 え ま す）

9/9 ㈲ ・12 困 の い ず れ か1

日､ 午 後1 時30 分 ～3 時30 分

3,000 円(2,000 円 ）

テ キ ス ト 代 を 含 む

初 心 者 コ ー ス（ウ ィ ン ド ウ ズ

98 の 基 本 操 作 か ら 簡 単 な イ ン

タ ー ネ ッ ト 体 験）

9/17 固･20 廊 の い ず れ か1

日､ 午 後1 時30 分 ～∠1時30 分

5,000 円(4,000 円 ）

テキスト代 を 含 む

表 計 算 コ ー ス 紅 ク セ ル98 の 基

本 操 作 、表 計 算 ・グ ラ フ ・ 描

画 機 能 等 ）

9/26fr} 午 前10 時 ～ 午 後5 時

示 言 蒻( 昌 晉

会場松戸商工会議所パソコン教室(松戸商工会館) 定員各先着10 人

圃費用を持って直接､松戸商工会議所(松戸2060 、55364-3111) へ

テクノ21

松戸市観光協会ホームページ梨園情報

http://www.intership
.ne.jp/＾m.kankou/

さ
つ
ま
い
も
掘
り

の
ご
案
内

案
　
内
　
図

新京成常盤平・五香・元山

の各駅下車Ｏ五香駅からは新

京成バス「小新山行き」で金

ケ作入口下車のバス便あり

圖真鵑S387-3281  (吉乃 園）、

真嶋25387  ― 1019  ( 真 嶋圉）、

時田H387-1637  (時田園）

五香・_金ヶ 作地!耳|

串崎地区

～松戸では８時になったらおはなしタイム～

お
は
な
し
技
術
講
座

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３

IＴ学習支援コース

時間午前9時30 分～午後4時30分　対象求職者

費用無料（テキスト代実費）



※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です
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た

め

の

篆

刻
（
て

ん

こ

く

）

講

座

９

月

４

日

～
1
0
月
3
0
圧

の
毎

週

水

曜

日

〔
全

八

回

〕

午

後

１

時
～

３

時

会

場

市

民

劇

場

内

容

篆

刻

の

基

本

か

ら

書

画

印

の
制

作
等

定

員

先

着
二

十
人
　

費

用
五

千

円

（
教

材

費

実

費

）

圖

百

星
会

・
仝
靈
器

一
ｔ一
・
4
5
3

0

（
夜

間

の

み

）

【

】
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

い

い

も

の

創

ろ

う

千

葉

県

条

例

～

男

女

平

等

条

例

に

私

た

ち

の

声

を

Ｉ
・
」

８

月
1
7
日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

５

時

会

場

さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ

ラ

ザ

（
柏

市

柏

の
葉

）
　

内

容

千

葉

県

知

事

と

日

経

新

聞

編

集

委

員

・
鹿

嶋

敬

氏

の

対

談

と

分

科

会

定

蕀

先
着

二

百

人
　

費
用

無
料

※
市

で

無

料

バ
ス

を

用

意

し

ま

す

（
先

着

二
十

人

）
。
希

望
者

は
。

８
月
1
5
日

米

ま

で

に

電

話

で

女

性

セ

ン

タ

ー
へ

固

女

性

セ

ン

タ
１

登
3
6
4・
８

７

７

【

】
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

「

パ

ソ

コ

ン

と

遊

ぼ

う

」

①

８

月
2
1
日

水

②
2
2
日

困

各

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会

場

文
化

ホ

ー

ル

ー
Ｔ

讒
隰

室

（
松

戸

ビ

ル

ヂ

ン

グ
四

階

）
　

内

寮

①
ガ
レ

ン

ダ
ー

づ

く

り

②

つ
ち

わ

づ
く

り

対

象
小

学

四

年

卜

六

年

生
　

定

員

各

先

着

八

人
　

持

ち

物

筆
記

用

具

鷺

毋
害

八
百

円

②
千

円

圃
１

則
９

時

か

ら

、
電

話

で
松

戸

ま

ち

づ

く

与

父
流

室

テ

ン
ト

小

屋

容
3
6
7・
8
8
8
9

へ

［

］
福

祉

公

社

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

研

修地

域

の
中

で

、
人

と
人

が

支

え

合

う

た

め

の
福

祉

に

関

す

る

基

礎

知

識

を

学

ん
で

み

ま

せ

ん

か
？

９

月
1
7
囗

～
1
0
月
1
5
日

の

毎

週

火

曜
〔
全

五

回

〕
午

後

１

時

～

４

時

会

場

松

戸

市

福

祉
公

社

内

容

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
入

門

、

高

齢

者

の

健

康

、

家

事

・
介

護

援
助

入

門

等

定

員

无
着

五

十

人
　

費

用

無

料

※
福

祉

公

社

有

償

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

「

ふ

れ

あ

い

サ

ー

ビ

ス

」

協
力

会

員

を

募

集

し

ま

す

（
協

力

会

員

登

録

に

は

こ

の

研

修

の
受

講

が
条

件

と

な

り

ま

す

）
。

圃

電

話

で

齟
松

戸

市

福

祉

公

社

事

業

係

昔
3
6
8・
2
9
4
1

へ

「

」
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

～

夕

カ

ラ

ジ

ェ

ン

ヌ

が

医

学

生

に

８

月
1
8
H
㈲

午

後

２

時

～

３

時

3
0分

会
場

サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム

三

階

（
八
柱

駅
下

車

徒

歩

二

分

）

Ｉ

跖

耶

美

世

氏
　

蠶

Ｗ

料

固

金

本
（
サ

ン
ヨ

ー
ホ

ー

ム
内

）
昔

3
8
6
・
0
2
2
1

松戸ＩＴボランティアの会講座

講座名 日　聘 内 容 会場 定員/ 費用

メ ールを はじ

めよ う講座

8/1OC 二0午 前10

時30 分 ～ 正 午

メ ー ル の 送 受 信

等 の 基 本 を 学 ぶ

文
化

ホー

ル
ー

Ｔ

講
座

室

（松

戸

ビ
ル
ヂ

ン
グ

）

先 着8 人

500 円 子 牛 スト

代 を 含む ）

ワ ード 初 級講

座 〔全3 回 〕

8/13W ・14 困

・15 休)午 前10

時30 分 ～ 正 午

文 字の 入力 から 、

ワ ード アート ・図

の挿入 まで

先 着8 人

2,000 円 子 牛 ス

ト 代を 含 む） ★

★筆記用具をご持参ください。

隰午前9時から、電話で松戸ＩＴボランティアの会昔36ワー8889 へ

「
」
Ｄ

Ｖ

サ

ポ

ー

ト

ネ

ッ

ト

ち

ば

発

足

記

念

フ

ォ

ー

ラ

ム

８
月
1
7
日

出

午

前
1
0
時
3
0
分

開

演

会
場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

暴
力

や
人

権

侵
害

の

理

論

と

対

策

（
基

本

的

な

護

身

方

法

、
通

訳

あ

り
）
　

講
師

サ

ク

ラ

メ

ン
ト

市

警

察

顧

問

・
ミ

ッ

ジ

ー

マ

リ

ノ
氏
　

定

帋

亢
着

七
十

五

人

曹
用

八

百

円

※
当

日

午

後

２

時

か

ら

、

初

級

護

身

術

資

格

取

得

講

座

を

開

講

し

ま

す

（
費

用

一
万

円

）
。

圃

当

日

会

場

で

昌

Ｄ

Ｖ

サ

ポ

ー
ト

ネ

ッ
ト

ち

ば

・

細
谷

昔
0
4
・
７
Ｆ
１

３

２

・
６

０

９（
・

［

］
福

助

菊

作

り

植

え

込

み

講

習

会８
月
1
1
1
1
日

㈲

午

後

１

時

～

４

時

会

場

市
民

会

館

内

容

ベ

ラ

ン

ダ

で

栽

培

で

き

る

高

さ

四

十

勹
ま

で

の

福
助

菊

作

り
　

巷
乕

無

料

（
材

料

費

実

費

）

讖

千

松

菊

花
会

・
川

村

昔
3
4
1・
７

期 日 時 間
講座

N0.
講座名等 講　師 賈　用

8/24 む0

午前9 時～ 正

午
①

剛 「柏 ・下 田の 森自 然公

園こ れ まで とこ れから 」

㈲ 「夏の ビ オト ープ 観 察」

(1爪 田の 森自 然

公園 友の 会会 員

(2)小 金高 校教 諭

・川 北 裕之氏

中 学生以 下無 料

・高校生100 円

・大人300 円
午後1 時30 分

～3 時30 分
②

｢も つと知り た い現 代史｣

知 らない ままで 大丈 夫？

～ 暮らし と 重要 法案

現代 企画 室主 宰

・太 田昌 国氏

8/25'日

午前9 時30 分

～ 午後3 時30

分

③
はじ め ての コンピ ュ ータ

講 座 （定 員30 人）

1,000 円( 別途テ

キスト代B00 円)

午前10 時～

正 午
④
科 学体 験 教室 「青 銅 鏡を

つく ろう 」（定員30 人）

小金 高校 教諭 ・

田中 晃二氏 中 学生以 下無 料

・高校生100 円

・大人300 円
午後1 時30 分

～3 時30 分
⑤
｢ アジ アの人 と交 流しよ う

～ 魅力的 な 国イン ド｣

一橋 大学 大学 院

生 ・コ ティ ヤ ル

・エ スタ ー氏

会場小金高等学校

圃講座①②は当日会場で､③④⑤は8月10日出〔必着〕までに、往復ハガ

牛に住所・氏名・電話番号・希望講座名を記入して、〒2ﾜO －0032 新松

戸北2の膕の1　小金高校オープンスクール実行委員会へ

圈小山S345 ―1859 (夜間のみ)

［

］
マ

ン

シ

ョ

ン

管

理

基

礎

セ

ミ

ナ

ー

８

月
2
4
日

出
午

後

１

時
3
0
分

か

ら

（
１

時

受

け
付

け

開

始

）
　

会

場

市
民

劇

場

内

齒
講

演

①

管

理

組

合

財

政
と

ペ
イ

オ

フ

対

策

②

マ

ン

シ

ョ

ン
管

理
適

正

化

法

と

マ
ン

シ

ョ

ン
ト

ラ

ブ

ル

③

マ

ン

シ

ョ

ン

共

用

部

分

の

維

持

管

理
　

講

師

①

フ

ァ
イ

ナ

ン

シ

ャ

ル

プ

ラ

ン

ナ

ー

・

海
宝

賢

一

郎

氏

②

弁
護

士

・
佐

原

専

二

氏

③

住
宅

金

融

公

庫

担

当

者

対

象

適
正

か

つ
円

滑

な

マ

ン

シ

ョ

ン
管

理

を

推

進

す

る

管

理

組

合

員

ま

た

は

管

理

業

者
　

定

蓉

亢

着

二

百

人
　

眥

拑
無
料

圃

８

月
1
5
囗

閑
ま

で

に

、

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

①
管

理

組

合

の

場

合

＝
管

理

組

合

名

・
参

加

者

氏

名

（
複

数

の

場

合

は

代

表

者

名

）

・
人

数

、
役

員

ま

た

は

一

般

組

合

員

の

別

、
電

話

（
フ

ァ

ク
ス

）

番

号

、
郵

便
番

号

、

住

所

（
棟

・
室

番

号
匸

ぶ
管

理

業

者

の
場

合

＝
会

社

名

、

役

職

名

・
氏

名

（
複

数

の

場

合

は
代

表

者

名

）
、
人

数

、
電

話

勤

務

地

す
く

す

く

さ

ぽ
Ｉ

と
2
1

（
北

松

戸

保

育

所

内

）
　
募

集

人

数

一

人
　

資

格

保
育

士

（
経

験

者

優

遇

）

※

委

細
面

談

固

児

童

福

祉

課

家

庭

支

援
係

登
3
6
6

・
７

りａ
４

７

【

】
自

衛

官

等

を

募

集

募

集

種

目

①

一

般

曹

候

補

学

生

・
曹

候

補

士

・

パ
イ

ロ

ッ
ト

等

②

防

衛

大

学

・
防

衛

医

大

・
看

護

学

生
　

願

書

締

め

切

り
①

９

月

６

日

糜

②
1
0
月

い１１
日

詣

奈
詳

細

は

お

問

い
合

わ
せ

を

圈

自

衛

隊

粕
募

集

案

内

所

公
0
4
・

７

１

６

３

・
6
8
8
4

（
フ

ァ

ク

ス

）

啻

万
、

郵

便

番

号

、

住

所

を
記

入

し

て

、

千

葉

県

住

ま

い
情

報

セ

ン

タ

ー

昔
0
4
3・
2
2
3・
3

2
6
5

隰
0
4
3ふ

Ｉ
・
6
4
0
1

へ

［

］
河

川

文

化

講

演

会

「

北

海

道

で

考

え

る

」

８
月
2
5
日

㈲

午

後

２

時

開

演

会
場

野
田

市

文

化

会

館

謹
師

作

家

・
倉

本

聰

氏

定

員
千

三
百

人

（
抽

選

）
　

善
用

無

料

糸
詳

細

は

お

問

い
合

わ

せ

を

國

県

立
関

宿

城
博

物

館
講

演

係

昔

0
4・
７
」
１

９

６

・
1
4
0
0

［

］
東

葛

教

育

講

演

会

「

地

域

の

発

展

は

道

徳

教

育

の

振

興

か

ら

」

８

月
2
4
日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

３
時

会

禰
衵
市

中

央
公

民

館
（
柏

市

役

所

隣

）
　

講

師
元

日

立

化

成

工

業

㈱

社

長

・
横

山

亮

次

氏

費

用

無

料

目

柏

市
自

衛

隊

父
兄

会

・
大
賀
a

3
8
8
・
7
3
9
1

［

］
小

金

ぶ

ら

り

市

～

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

を

募

集

1
0月
1
9
日

倒
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

〔
雨

天

の
場

合
2
0
日

襾

〕

龠
現

東

漸

寺

境

内
（
小

言

募

集

数

百

ブ

ー
ス

こ

ブ

ー
ス

＝
二

片

×
二

片
）
　
曹
用

一

ブ

ー
ス

二
千

円

※
一

人

（
組

）

ニ

ブ

ー

ス

ま

で

圃

月

～

土

曜

日

午
五加
1
0
時

～

午

後

６

時

の
間

に

、
川

村

（
小

金

沢

商

事

内
）
　
容
3
4
6・
8
8
0
3

へ

【

】
千

葉

県

勤

労

者

美

術

展

作

品

を

募

集

会

期

９

月
2
5
日

啝
～
2
9
日

非

命
璢

千

葉

県

中

皿
六
美

術

館

第

五

展

示

室

（
千

葉

市

）
　

部

門
絵

画

・

書

ふ

堡
具

対

象

県

内

在

任
・
在

勤

の
勤

労

者

お

よ

び

そ

の

家

族

応

墓
期

限

８
月
3
0
日

噺

※
詳

細

は

お
問

い
合

わ
せ

を

圖

千

葉

県

労

政
課

労

働

福

祉
班

登

ｍ

・｛
Ｊ
・
９
に｝７

４

１

破

傷

風

菌

は

土

の

中

に

濳

ん
で

い
て

、

傷

口

か

ら

人

へ
感

染

し

ま

す

。

菌

が
体

の
中

で

増

え

る
と

菌

の

出

す

毒

素

の
た

め

に

、

口

が
開

か

な

く

な

っ
た

り

、

け

い

れ

ん

を

お

こ

し

た

り

、

死

亡

す

る
こ

と

も

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

ジ

フ

テ
リ

ア

は

、

Ｄ

Ｐ

Ｔ

ワ

ク
チ

ン

が
導

入

さ

れ

て

か

ら

患

者

発

生

数

は
年

間

十

人

未

満

で

す

が

、

い

っ
た

ん

か

か

る

と

、

高

熱

・
犬

吠

様

の
せ

き

・

お

う

吐

な

ど

の
症

状

が
出

て

、

窒

息

死

す

る

こ

と

も

あ

る
病

気

で

す

の
で

、
予

防

接

種

で

免

疫

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

Ｄ

Ｔ

第

二

期

は
、

小

学

校

六
年

生

以

上

十

三

歳

未

満

で

乳

幼
児

期

の
Ｄ

Ｐ

Ｔ

の
追

加

佞
種

と

し

て

一

回

受

け

ま

す

。

対

象

者

に

は

、
５

月

に

通

知

を

し

ま

し

た

が
、

転

入

・
紛

失

等

で

【
】
牛

乳

乳

製

品

利

用

料

理

コ

ン

ク

ー

ル

募

集
料

理

牛

乳

乳

製

品

を
使

っ

た

材

料

費

四

人

分

で
一
一
千

四

百

円

以

内

の

ア
イ

デ
ア
料

理

（
一

時

間

以

内

で

作

れ

る

も

の
）
　

対

象
県

内

在

住

の
高

校

生
以

上

の
人

（
現

職

の
調

理

師

を

除
ぐ

）
　

審

査

方

法

書

類

選

考

後

、
十

人

に
1
0
月
1
0

日

水

の
千

葉
県

大

会

で

実

演
し

て

も

ら

い
各

賞

を

決
定

圃

９

月
1
0
日

㈹

〔
消

印
右
効

〕
ま

で

に

、
料

理

名

・
材

料
名

・
分

量

（
四

人

分

）
・
材

料
費

・
作

―
方

・

所

要

時
間

・
郵

便

番

号

・
住
所

・

氏

名

・
年

齢

・

性
別

・
職

業

・
電

話

番

号

を
記

入

し

て

、
郵

送

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で
一
T
2
6
0

－
0
0
1
4

千

葉

車

甲
ｍ（
区

本
千

葉
町

一

三

の

一
本

千

葉

ビ

ル
　

千

葉
県

牛

乳

普

及

協

会

「

牛
乳

乳

製
品

利

用

料

理

コ

ン

ク

ー

ル
」

係

隰
0
4
3・
2
2
4・
4

8
2
3
（

昔
0
4
3
・
2
2
4
・
4
8
3
9

）
へ

予

診
票

の

な

い
人

は

、
直

接
中

央
保

健

福

祉

セ

ン

タ
ー

・
各

支

所

の

市

民

健

康

相

談

室

で

申

し

込

む

か

、

左
記

（

ガ
キ
記

入

要

領
を

参

照

９

？

兀
、

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い
。

後

日

郵

送

し

ま

す

。

圜

保

健

福

祉

課
予

防
衛

生
係

登
3
6
6

・
7
4
8
4

(う ら)ハガキ記入要領(おもて)
【

】
新

設

予

定

の

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

で

中

途

・

新

卒

者

へ

の

就

職

説

明

会

平

成
1
5
年

４

月

開

設

を
予
｛
疋
し

て

い
る

松

戸

愛

光

園

で

、
新

規

職

員

（
介

護

員

・
相

談
員

・
看
湛
暉

）

採

坩

の

就

職

説

明

会

を

８

月
2
1
日

水

午
後

に

実

施

し

ま

す

。

希

望

者

は

８

月
1
9
日

囲

ま

で

に

電

話

で

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

固

社
会

福

祉

法

人

聖

秣

備
祉

事

業

団

松

戸

準

備

室

昔
3
3
0・
8
1
2
5

8 月は経済産業省主唱の

電気使用安全月間です

９ ｒ 関 東 電 気 保 安 協 会

http:ぶｗ　ｗｗ.kdh,0r,jp

健
　
　
康

お

知

ら
せ

情報
講
座
・
講
演
チャンネル

県立小金高等学校オープンスクール

【
】
地

域

子

育

て

支

援

セ

ン

タ

ー
「
す
く
す
く
さ
ぽ
ー
と
2
1
」

非

常

勤

職

員

を

募

集

Ｄ
Ｄ
Ｔ
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
混
合
）
第

二
期
予
防
接
種



［

］
朗

読

を

き

く

か

い

８

月
1
4
日

米

午

前
1
0
時
工

‥‥一
時

3
0分

会
場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健
康

福

祉

会

館
）
　

内

容
松

戸

朗

読
奉

仕

会

会

員

に

よ

る

朗

読

「
小

袖

の

手

」

宮

部
み

ゆ

き

著

ほ

か
　

対

象

障

害

者

手
帳

を

持

っ
て

い
る

人

お

よ

び
そ

れ

に

準

ず

る

人

（
付

き

添

い

の
人

と

一

緒

の

参

加

も
可

）

鷺

用
無

料

圜

健

康

福

祉
会

館

陣
害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

昔
3
8
3・
7
1
1
1

囲
3
8
3・

【
】
松

戸

歩

こ

う

会

９
月

１
日

収

午

前

７

時
5
0
分

皿

松

戸

駅

集

合
　

行

先

多
摩

動

物
公

園

と

高

幡
不

動
尊
　

対

象

六

十

五

歳

以

上

の
人
　

定

員
五

十
人

（
抽

選

）
　

菩
用

四

百

円

（
保

険

料

等

）

圃

８

月
1
3
日

火
〔
必

着

〕
ま
で

に

、

往

狠
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話
番

号

を

記
入

し

て

、

〒

2
7
1
－
0
0
6
4

松

戸
市

上

本

郷
二

二

七
五
　

古

田

咲

子

（

登
3
6
3・
４

８

４

８

、

午

後

６

時

～

８

時

）

へ

鎌

ケ

谷

市

【
】
市

民

夏

ま

つ

り

８
月
2
4
日

出
正

午

～

午

後

８

時

〔
雨

天

の
場

合
2
5
日

収
〕
　
龠
場

貝

柄

山

公

園

内

容

フ
リ

ー

バ

ザ

ー

ル

ミ

弖

一
Ｓ

Ｌ

・

仕

掛

け

花

火

他

固

市

民

夏

ま

っ
口

実
行

青

貝
会

事

務

局

（
社

会

教

育

課
内

）

登
0
4
7
・

4
4
5
・
1
1
4
1

内

線
4
8
7

［
］
フ

ァ

イ

タ

ー

ズ

～

イ

ー

ス

タ

ン

リ

ー

グ

８

月

試

合

日

程

①
８

月

３

日

出

・
４
日

収

・
2
5

日

㈲

（
千

葉

ロ

ッ

テ
）

②

８

月

６

［

］
カ

ロ

ー

リ

ン

グ

８

月
1
0
日

出

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

ふ

れ
あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容
リ
（

ビ

リ

を

兼

ね

て

室

内

で
行

う

カ

ー

リ

ン

グ
に

似

た

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ

て

い
る

人

お

よ

び

そ

れ

に

準

ず

る

人
　

呰
乕

無

料

匣

電

話

ま
た

は

フ

ァ

ク

ス
に

氏

名

・
電

話

（
フ

ァ

ク

ス

）

番

号
を

記

入

し

て

、

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

昔
3
8
3・
7
1
1
1

囲
3
8
3・
7
8
1
0

へ

［

］
川

に

い

る

生

物

調

査

８

月
2
2
日

水

〔
雨

天

の
場

合
2
3

日

吉

新

松

戸

駅

前

交

番

脇

午

前

９

時

集

合

、

午

後

３

時

解

散

勇

疋

内

容

ふ

れ

あ

い
松

戸

川

他

で

、
川

の
中

に

い
る

魚

や

昆

虫

な

ど

の
生

物

を

捕

獲

し

て

、

そ

の
生

物

な

ど

の
種

類

か

ら

川

の

環

境

の
状

態

を

調

べ

る
　

対

乖

小

・
中

学

年

以

上

（
保

護

者

同

伴

の

場

合

は

幼

児

も

可

）
　

持

ち

物

弁
当

・
筆

記

用

具

蕈

用
無

料

圃

電

話

で
川

い
い
会

・
永

井

昔
ｍ

・
2
1
3
0

へ

日

㈹

～

８

日

附

（
西

武

ラ

イ

オ

ン

ズ
）

各

午

後

１

時

試

合

開

始
　

会

場

阡
本
（

ム

フ

ァ
イ

タ

ー
。ズ

タ

ウ

ン
鎌

ケ
谷
　

費

用

恆
囗

券

＝
大

人

千

円

・
子

ど

も

五

百

円

圖

日

本
（

ム

フ

ァ

イ

タ

ー

ズ

タ

ウ

ン
鎌

ケ
谷

容
0
4
7
・

猖

・
5
5
8
6

流

山

市

［

］
流

山

ロ

ー

ド

レ

ー

ス

大

会

1
0月
1
3
日

㈲

午

前

１１‥（
時

ス

タ

ー

ト
　

コ

ー

ス

流

山
市

総

合

運
動

公

園

周

回

コ

ー
ス

（
十

ｊ

）
　

替
乕

三

千

円

圃

８
月
2
0
日

㈹

〔
消

印

有

効

〕
ま

で

に

、
所

定

の

申
込

用

紙

に

参

加

費

を

添

え

て
郵

便

局

で
申

し
込

み

※
詳

細

は

お
問

い
合

わ
せ

を

圜

流

山

市

ス

ポ

ー

ツ

振
皿
譟

昔
0
4

・
７

１

５

９

・
１

２

１

り
亠

「

」
自

分

の

好

き

な

も

の

を

レ

リ

ー

フ

し

て

み

よ

う

８

月
3
1
日

出

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

常

盤
平

児

童

福

祉

館
　

内

容

切

り

株

に

動

物

や
花

な

ど

を
石

粉

粘

土

で

レ

リ

ー

フ
す

る
　

対

象

小

学
二

年

生

以

上
　

定

員

先

着

二

十

人

春
用

五

十

円

（
材

料

費

）

圃

８

月

６

日

㈹

午
五
則
９

時
3
0
分

か

ら

、

電

話

で

常

盤

平

児

童

福

祉

館

登
3
8
7・
3
3
2
0

へ
（
月

曜

休

館

）

［

］
ハ

ワ

イ

ア

ン

カ

ー

ニ

バ

ル

８

月
1
0
日

出

午

後

１

時
3
0
分

開

演

会

堋

市
民

会

館

内

容

ブ

ル

ー
（

ワ

イ

ア
ン

ズ
他

五

つ

の

バ

ン

ド

と

四

つ

の

フ

ラ

ダ

ン

ス
チ

ー

ム

が
織

り

な

す

歌

と

演

奏

と

ダ

ン

ス

春
用

無

料

圜

マ
（

ロ

ク
ラ

ブ

・
神

崎

昔
0
4
・

７

１

７

５

・
1
7
7
0

（
午

後

８

時

以

降

）

「

」
人

形

劇

を

観

よ

う

「

あ

ら

い

ぐ

ま

ラ

ス

カ

ル

」

９

月

７
日

出
午

後

２

時
～

３

時

〒

時
3
0
分

開

場

）
　
会

場
六

実

市

民

セ
ン

タ

ー
　

出

演

劇
団

こ

が
ね

む

し
　

対

象
三

歳

以

上

示

学

生

未

満

は

保

護

者
同

伴
）
　

定

恵

亢

着

百

五

十

人
　

春
用

無

料

圃

８

月

６

日

関

午

前

９

時
3
0
分

か

ら

、

電

話

で

常

盤

平

児

童

福

祉

館

。‥一
3
8
7
・
3
3
2
0

へ
（
月

曜
休

館
）

［
］
登

山

（
中

級

）

花

の

名

峰

根

子

岳

と

四

阿

山

８

月
1
8
日

㈲
午

前

６

時
1
0
分

新

松

戸

駅

前

出

発

（
午

後

８

時
3
0
分

帰

着

実

疋
）
　

内

容

長

野

県

菅

平

か

ら

花

の
百

名

齟
訃

右
胆

と
日

本

百

名

山

四

阿

山

を
約

五

時

問

か

け

て

登

下

降

す

る
　

対

象

六
十

歳

未

満

の
健

康

な
人
　

定
員

先
着

二

十

五

人
　

善
用

五

千

五

百

円

（
貸

切

バ

ス
代

・
保

険
料

・
人

山

料

を
含

む

）
圃

電

話
で

山

遊

塾

・
永

田

容
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

［

］
借

地

借

家

の

無

料

相

談

８

月
1
0
日

出

午

後

１

時

～
４

時

龠
場

勤

労

会

館

※
契

約

圭
星
寸
が
あ

れ

ば

ご

持

参

を

圖

松

戸

借

地

借

家
人

組

合

・
外

箍

登
3
4
5・
３
ｒ
Ｄ
４

８

【

】
グ

ル

ー

プ

Ｍ

展

（

油

絵

）

９

月

７

日

剛

～
1
3
日

蚩

午

前
1
0

時

～

午

後

６

時

（
初

日

は

午

後

１

時

か

ら

、

最

終

日

は
午

後

４

時

ま

で

）
　

会

場

ア

ー
ト

ス

ポ

ッ
ト

ま

つ

ど
（
伊

勢

丹

松

戸

店

新

館

九

階

）

眥

附
無

料

圖

グ
ル

ー

プ
Ｍ

・
前

田

昔
3
4
1・
５

【
】
フ

ィ

ン

ガ

ー

ペ

イ

ン

テ

ィ

ン

グ

～

ぼ

く

も

わ

た

し

も

デ

ザ

イ

ナ

ー

８

月
3
1
日

出
午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

１

時
　

会
場

常
盤

平

し

ょ
う

ぶ

公

園

内

容

「
お

絵

か

き
ひ

ろ

ば
」

元

講

師

池

岡

豈
托

子

氏

に

よ

る

絵

の
具

を
手

や
足

に

っ

け

て
大

き

な

ロ

ー
ル

紙

に
自

由

に

絵

を

か

き

あ

そ

ぶ
　

対

象
四

～

六

歳

の
子

ど

も

と

そ

の
親
　

春
ｍ

イ

大

千

円

固

松

戸
子

ど
も

劇

場

・
青
木

昔
3
8
6

・
Ｑ
りｌ
ｒ｛
Ｊ
４

【
】
松

戸

駐

屯

地

納

涼

盆

踊

り

大

会８

月

８
日

水
午

後

５

時
3
0
分

～

９

時
1
5
分
〔
雨

天

の
場

合

９
日

座
〕

会

場

陸

上

自

衛

隊

松

戸

駐

屯

地

グ

ラ

ウ
ン

ド
　

内

２
ｙ

ワ
び

っ
子

盆

踊

り

タ
イ

ム

・
模

擬

店
等

固

松

戸
駐

屯

地

広

報

班

一`
3
8
7
・
2

1
7
1

内

線
2
3
5

［

］
夏

休

み

親

子

映

画

８

月
2
4
日

出

午

前
1
0
時

か
ら

龠
璢

矢

切
公

民

館

内

容

「
忍

た

ま

乱

太
郎

≒

ラ

マ

に
な

っ
た
王

様

」

定

員

先

着

百

人
　

勍
竡
一
無

料

圃

電

話

で

公

民

館

登
3
6
8・
1
2
1

4
へ

【

】
家

庭

で

で

き

る

ダ

イ

料

理

８

月
3
1
日

出
午

前
1
0
時
～

午
後

１

時
　

龠
逎
市

民

会

館
　

内

容
日

本

で

手

に

入

る
食

材

で

作

る

タ
イ

の

昧

寉

蕀

无
着

二
十

人

持

ち

物

そ

う

め

ん

一

束

・
米

一
合

・

エ

プ

ロ
ン

・
三

角

き

ん

・
筆

記

用

具

費

朋

十
五

百

円

圃

電

話

ま

た

は
フ

ァ

ク

ス

で
松

戸

レ

ク
リ

エ

ー

シ

ョ

ン
協

会

・
伊

藤

昔
囲
3
4
2・
7
4
1
9

へ

口

平

和

の

つ

ど

い

～

原

爆

写

真

と

ア

ニ

メ

映

画

８

月
2
5
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午

後

３

時

会
場

明

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

二
百

円

圈

新

日

本

婦

人

の
会

・
小

林

容
3
6
7

・
４

１

８

りＪ

［
］
松
戸
市
創
作
グ
ル

ー
プ
展

展示種目 グループ名

ペン習字
松戸 ペン 習字 クラブ　 ◇

常盤平 ペ ン習 字ク ラブ ◇

編物 ニッ トク ラブ

袋物 袋も の手 工芸 サ ークル ◇

手工芸 パッ チワ ーク

生活学習 青藍 会　　　　　　　 ◇

染めもの 染 め の会　　　　　　 ◇

折り紙
松戸 折り 紙サ ーク ル　 ◇

折り紙 矢 切サ ーク ル

ドラ イフ ラ ワ ー 脛角 ドラ イフ ラワ ー　 ◇

８

月
2
7
日

㈹
～

９
月

１
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

６

時

（
初

日

は

午

後

１

時

か

ら

、
最

終
日

は

午

後

４

時

ま

で

）
　

会
場

文
化

ホ

ー

ル

眥

拑
無

料

※
◇

印

は
各

グ
ル

ー

プ

に

よ

る

無

料

講

習

会

が

あ

り

ま

す

。

詳

細

は

お
問

合

せ

く

だ

さ

い
。

圈

松

戸

市

創

作

グ
ル

ー

プ

・
稲
禾

昔
3
6
7・ｎ
乙
ａｕ
冖０
１

【

】
Ｈ

Ｒ

松

戸

話

し

方

コ

ン

テ

ス

ト

大

会

８

月
1
7
日

出

午
後

１

時

～

５

時

会

場

市

民

劇

場
　

テ

ー

マ

「
私

を

変

え

た

匸
冐
・
心

に

残

っ

て

い

る

事

・
話

し

方

に

よ

る
失

敗

談

・
傷

つ

い
た

あ

の

二

日
」

に

つ

い
て

三

分

間

ス

ピ

ー
チ
　

苣

用
無

料

（
出

場

者

は
五

白
円

）

圖

Ｈ

Ｒ
松

戸

話

し

方

研

究

会

・
石

田

登
3
6
7・
0
1
5
2

［

］
ま

つ

ど

母

親

大

会

「

子

ど

も

か

ら

高

齢

者

ま

で

み

ん

な

生

き

生

き

」

８

月
3
1
日

出

午

後

Ｏ

時
4
5
分

～

４

時
3
0
分

会

場
棯
台

市

民

セ

ン

タ
１
　

内

容

助

言

者

を
迎

え

て

の

分

科

会

①
平

和

の

問

題

②
子

ど

も

・
教

育

③
介

護

・
医

療

の

問

題

眥

唄
太

自
円

※
二

歳

以

上
保

育

あ

り
（
二

百

円

）

固

松

戸

市

母

親

大

会

実
行

宮

貝
会

昔
3
8
8・
Ｏ
Ｏｒ
０
３
｛
ｈ
｝

催し物名 日　時 講　師 定員/費用

園芸 教 室｢ 秋 播き草 花 の育

て方｣

8/18(日)午後1 時30 分

～3 時

みど り の 相 談員 ・青

島 尚 祐 氏
∠t5人/ 無料

自然 観察 会｢ 夏 の 昆虫 観察

会｣

8/18(1日許 後1 時30 分

～30f3O 分

プ ロ ナ チ ュ ラリ スト

・佐 々 木 洋 氏
30 人/ 無料

夏休 み クラフ ト｢ 葉 っぱ や

木の 実を飾 って木 の壁飾 り

を作 ろ う｣

8/22  W ・23 ㈲ 各 午後

1時30 分～3 時30 分
ボ ラ ン テ ィ ア辺 の 会

吝50 人

/無 料

園芸 教 室｢ 家 庭菜 園 一秋 野

菜の 育 て方｣

8/25(1日)午後1 時30 分

～3 眄

みど り の 相 談 員 ・小

林 喜代 次 氏
45 人/ 無料

みど り の講習 会｢ ベ ゴニ ア

を イン テリ アに｣

9/1(1日)午 後1B#30 分～

3時30 分

日本 ベ ゴ ニ ア協 会 理

事 ・白 鳥 四 郎氏
45 人/ 無料

圃

缶

闃
９
時
～

午

後

５
時

の

間
に

、

電

話

で

パ

ー
ク

セ

ン

タ

ー

＆
3
4
5・

8
9
0
0

へ

（
先

着

順

）

【

】
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

８
月

８
日

水

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

龠
場

青
少

年

会
館

樋

野

囗
分

館

対

乖

十
六

歳
以

上

の

人
　

持

ち
物

運

動

着

・
上

履

き

曹
用

無

料

匣

当

日

会

場

で

圜

青

少

年

会
館

昔
3
4
4・
8
5
5
6

［

］
小

学

生

テ

ニ

ス

教

室

（
硬

式

）９
月

３
日

㈹

か

ら

毎

週

火

・
木

曜

日

午

後

３

時
3
0
分

～

５

時

会

場

栗

ケ

沢
公

園

庭

球

場

対

象
小

学

一
年

～

六

年

生
　

定

員

各
二

十

人
（
抽

選

）
　
呰
缶
胃

二

千

円
（
週

一

回

）
　・
月

三
千

五
百

円

（
週

二

回

）

匣

８

月
2
0
日

㈹
〔
必
着

〕
ま

で

に
、

往

仮
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

∴
電

話

番

号

・
学

年

・
希

望

曜

日

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
2
1

松

戸

市

小

婁

苳

一
の
二

〇

の

二

四

千

葉
県

テ

ニ

ス

協

会

ジ

ュ

ニ

ア

委

員

会

・

飯

島

徳

子

（

昔
3
4
4・
3
2
3

2

）

へ

【

】
ゴ

ー

ル

デ

ン

テ

ニ

ス

大

会

（

硬

式

）

９

月

４

日

水

午

前

９

時
3
0
分

か

ら
〔
雨

天

の

場

合

Ｈ一
日

㈲
　

会
場

栗

ヶ

沢
公

園

庭

球

場

対

象

市
内

在

住

の

人

で

男

性

六

十

歳

以

上

女

性

五

十

五

歳

以

上

の

人

ま

た

は

松

戸

シ

ル

バ

ー
テ

ニ

ス

連

盟

に

加

入

の

ク

ラ

ブ

会

員
　

曹
用

一

人
千

円

（
保

険

料

を

含

む

）

※

年

齢

別

・
グ

ル

ー

プ
別

・
組

み

合

わ

せ

は

当

日

抽

選

で

決

定

圃

８

月
2
0
日

次
【
必
着

】
ま
で

に
、

（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
性

別

・

生

年

月

日

・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

干
2
7
1
－
0
0
6
5

松

戸

市

南

花

島
三

の

三

八

の

一

一
　

松

戸

シ

ル

バ

ー

テ

ニ

ス

連

盟

事

務

局

・
柳

井

（

昔
3
6
6・
3
6
0
0

）

へ

【
】
国

民

体

育

大

会

関

東

ブ

ロ

ッ

ク

大

会
（
フ

ェ

ン

シ

ン

グ

）

８

月
2
4
日

剛

・
2
5
日

㈲

午

前

９

時
3
0
分

か
ら
　

会

場

柿
ノ

木

台
公

園

体

育

館
　

善
用

観
戦

無

料

圖

ス

ポ

ー

ツ
課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

【
】
ミ

ッ

ク

ス

ー
シ

ニ

ア

市

民

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

９

月
1
5
日

冊

午

前

８

時
3
0
分
受

け

付

け

、
午
一
則
９

時

開

始

会

場

栗

ケ
沢

公

園

庭

球

場

対

乖

市

内

在

住

・
在

勤

・
在

学

・
在

ク

ラ

ブ

の
人
　

種

目

労
・
女

四

十

五

歳
以

上

年

齢

別

〔
四

十

五

・
五

十

五

・

六

十

・

六
卜

五

・

七
十

歳
〕

お

よ

び
ミ

ッ

ク

ス
四

十

五

歳

以

上

、

四

十

五

歳

以

下
　

ル

ー
ル

国

際

ル

ー

ル
　

菩
ｍ

ツ

チ

ー
ム

二

千

円

圃

８
月
3
0
日

蚩
ま

で

に

、
所

定

の

振

込

用

紙

で

松

戸

市

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

連

盟

・
山

下

洋

子

（

昔
3
4
5・
7

0
8
4

）
　へ

【
】
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

（

硬

式

）1
0月

～
1
2
月

ま

で

の
毎

週

土

曜

日

の
希

望

の

ク

ラ

ス

〔
Ａ

＝
午

前

８

時

～

９
時
3
0
分

、

Ｂ

＝
午

前

９

時
3
0
分

～

‥
1
1
1
1

時

〕
　

会

場

甲

夾
公

園

庭

球

場

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

の
人

蓉
乕

八

千

円

（
保

険
料

を

含

む

）

圃

８
月
3
1
日

倒
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に
住

所

・
氏
名

・
電

話

番

号

・
希

望

ク

ラ

ス

（
第

二

希

望

ま

で

）
　・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

干
「
一
－
0
0
0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局

留
　

松

戸
市

テ

ニ

ス
協
疂

・
本

田

（
0
0
9
0・
６

６

５

０

・
３

βＯ
ｎ
ｊ
４

）
　へ

［

］
合

気

道

教

室

９
月

７
日

～
1
0
月

５

日

の

毎

週

土

曜

日

〔
全

五

回
〕

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場
運

動

公

園

武

道

館

柔

道

場

対

象

幼

児

～

小

学

生

定

蕀

无
着

三

十

人
　

蕈

用
無
料

圃

直

接

ま

た

は
電

話

で

ス

ポ

ー
ツ

課

登
3
6
3・
9
2
4
1

へ

ス

ポ

ー

ツ

催
　
し
　
物

ぶらっと

東葛

［

］
ラ

テ

ン

王

者

輝

き

の

北

條

明

組

華

麗

な

る

演

技

の

夕

べ

８

月
2
5
日

面

午

後

４

時

～

８

時

龠
珊

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

北

條

明

・
須

田

譽

夫
組

の

七

連

覇

セ

グ

エ

の

演

技

費

用

二

千

円

（
前
ｔ
冗

り

の

み

）

圃

電

話

で

松

戸

社

交

ダ
ン

ス

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ
ル

友

の
会

・
大

井

昔
3
6
2

・
8
0
4
0

へ

【
】
パ

ー
ク
セ
ン
タ

ー
催
し
物



巨樹と古木をたずね

て
今回の紹介は栄町5丁目、香取稲荷神社

の「エノ牛」です。

エノ牛は本州、四国、九州に広く分布

し 、落葉高木で大きいものは高さ25m ほ

どになります。花は小さ＜淡黄褐色の両

性花です。10 月頃に小さな赤褐色の実が

つきます。用途としては 、公園樹・庭木

などに利用されています。

香取稲荷神社の「エノ牛」は、樹高約

１５ｍ、幹周り約２ｍです。この神社の筆

頭総代である戸張さんの話では 、1630 年

に神社が建立されたことから樹齢は300

年を超えるのではないかとのことです。

現在の管理は、奉賛会が毎月13 日に境

内の掃除をしていますが、落ち葉の多い

秋には掃除の回数を増やしています。ま

た、大量に出る落ち葉は堆肥として再利

用しているとのことです。境内には樹高

１５ｍを超えるケヤ牛の大本もあり 、清涼

な雰囲気をかもし出しています。

弥生人の脳発見！とっとり青谷上寺地遺跡展

～なにを占った？大量の卜骨～
青谷上 寺地 遺跡 からは200 点 を超 える 卜骨が

出土 して いま す。こ の数 は日本 最多 で す。「魏

志倭人伝j に も記さ れた骨 を使っ た占いの習 俗。

いっ たい何 を占っ たのでしょう か。豊作 、大漁、

吉兆 はたまた平和 ？占 ったことが書い てある わ

けではないので、想像 する ほかあり ません。

弥 生人 になっ たつ もりで想像 をめぐらせるの

もいいものです。

圖 市立博物館≫384-8181

（http:/yｗｗｗ.intership.ｎｅ･jp/"kyouiku/mm  use/)

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
肩
甲
骨
に
点
々
と

焼
い
た
跡
が
残
っ
て
い
ま
す

会　 期…8月18 日（日冰 で（休館日＝毎週月曜日）

開館時間…午前9時30 分～午後5 時（入館は午後4時30 分まで）

会　 場…博物館企画展示室

観覧料…一般500 円（700 円）、高 一大学生250 円(350 円）、小・中学生150

円（200 円）

※（　）内は常設展との共通観覧料です。毎週土曜日の小・中学生は無料です。

エ
コ

ロ
ジ
ー
や
自

然
素
材
利
用

が
注
目

さ
れ
て

い
る
中
、
巫

只
芸

術
大
学
美
術

学
部
漆
芸
研

究
室
講

師

の
中
村
真

さ
ん
は
、
漆
を
使
っ

た
工
芸
作
品

で
、
朝
日

現
代
ク
ラ

フ
ト
展

の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し

た

。

て
い
ま
す

。
し

か
し
、
殼

は
活

か
し

き
れ
な

い
で
捨
て
ら

れ
て

し

ま
う

事

も

多

い
よ
う

で

す

。

私
は
椰
子

の
実

を
と
て
も
美
し

い
と
感
じ
ま
す

。
し

っ
か
り

使

っ
て

み

た
か

っ

た

の
で
す

が
、

椰
子
の
実

は
ひ
び
割

れ
し
易

い

の
で
、
試
し

に
漆
を
含
ま
せ

て

み
た
ら
と

て
も
丈
夫
な
雑

器
に

な
り
ま
し

た
」

と
中
村

さ
ん
は

作
品
に

つ
い
て
話
す

。

漆
と
は

、
車

只
芸
術
大

学
二

年
の
実
習
で
は
じ
め
て
出
会

い
、

囗
で

は
言

い
表

せ
な

い
そ
う

快

感
を
も

っ
た
。
卒
業
後
、
同

大

て

い
く

の
で
は
」
中

村
さ
ん
の
ア

イ

デ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
は
ふ
く
ら
む
。

さ

ら
に
中
村

さ
ん
は
、
白
主
研

究
組

織
「
社
会

と

デ
ザ
イ
ン
」
研

究
会

の
運

営
、
紙
敷

・
齊
藤
邸
竹

紙
工
房

で
の
竹

紙
鉅
き

ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
、
こ

の
６
月

か
ら
市
社
会

教

育
委

員
と

、
活
動

の
幅
は
広
が
る
。

今

後
の
中
村

さ
ん
の
活
躍
が
楽

し
み

で
あ
る
。

（
牧

の
原
在
住
）

森のホール21チケットガイド
固森のホール21チケットセンターS384-3331  (午前10時～午後7時 月曜休館)

URL http://www.morinoholl21.com

期日 内　容 会場 開演時間 料　金

8/10

㈹

子 供 の た め のシ ェ イ ク ス ピ ア 「 ヴ ェ

ニ ス の 商 人 」

原 作/ ウ ィ リ ア ム ・シ ェ イ ク ス ピ ア

～ 小 田 島 雄 志 翻 訳 に よる ～

“子 供 の た め ” だ け で な く 大 人 も 十 分

楽し める 本 格 的な シ ェ イ ク ス ピ ア作 品

森 の ホ ー

ル21

小 ホ ー ル

午 後5 時
☆

全席指定3,000 円

中学生以下1,500

円

ぴあ・ローソン･e 十

8/11

(日)

爆 笑 サ マ ー ラ イ ブin 松 戸

～ 松 戸 市 民 会 館 ＝ 笑 ＝ 凵VE

出 演 ：テ ツard ト モ 、アン ジ ャッ シ ュ 、

ア ン タ ッ チ ャブ ル､ ア ル フ アル フ ア他

市民 会 館 午 後3 時
全席指定3,150 円

ぴ あ ・e 十

8/28

團

松 竹 大 歌 舞 伎

十 代 目 坂 東 三 津 五 郎 襲 名 披 露

演 目 ：梶原 平 三 誉 石 切 鶴ヶ 岡 八 幡社

頭 の 場 、義 経 千 本 桜　 吉 野 山 他

出 演 ：八十 助 改 め 坂 東 三 津 五郎 、中 村

富 十 郎 、中 村 芝 雀 、坂東 吉 弥 他

森 の ホ ー

ル21

大 ホ ー ル

午 後4 時
☆

1階 席5,500 円

2階 席4,500 円

3階 席3,000 円

学 生 席（2･3 階

席)  2,000 円

ぴあ･ﾛｰｿﾝ･e 十

10/9

團

劇 団 四 季 フ レ ン チ ミ ュ ー ジ カ ル 「壁

抜 け 男 」

す べ て の壁 を 抜 け て 、あ の人 に 熱 い 想

い を 伝 え たい!- ち ょ っ ぴ り 切な い 永 遠

の 恋

森 の ホ ー

ル21

大 ホ ー ル

午 後6 時

30 分

S 階 席9,450 円

A 階 席ﾜ,350 円

B 階 席5,250 円

C 階 席3,150 円

ぴ あ

12/5
困

グ レ ン ・ミ ラ ー オ ーヶ ス ト ラ

忘 れ 得 ぬ名 曲の 数 々 と 共 に 、伝 説 に 生

きる 不 滅 のゲ レ ン ・ミ ラ ー サウ ン ド

曲 目 ：茶 色 の小 瓶 、 イン ・ザ ・ム ー

ド 、 ア メ リ カ ン ・ パト ロ ー ル 他

r8 月31 日 出 一 般 発 売1

森 の ホ ー

ル21

大ホ ー ル

午 後6 時

30 分

Ｓ席5,500 円

Ａ席4,500 円

Ｂ席3,500 円

ぴあ･ﾛｰｿﾝ･e 十

※ で｢｣には､託児サービス(有料･ 予糸劬り)があります。詳細はお問い合わせを

※学生割引は、森のホール21 チケットセンターのみ取り扱います。

学
院
漆
芸
専
攻
に
進
み

、
昨
年

か

ら
現
在
の
研
究
室
講
師
に
就
い
た
。

木

製
品
に
塗
り
、
磨
く
だ

け
が

漆
芸
で
は
な
く
、
紙

や
布
な

ど
の

い
ろ

い
ろ
な
素
材
を
用

い
、

漆
を

塗
っ
て
自
在
な
形
に
固

め
、
表
面

に
は
心
地
よ
い
触
感
を
持
た
せ

る
。

そ
ん
な
造
形
的
な
作
品

も
可

能
に

し

て
く
れ

る
の
が
、

漆
の
魅
力
と

い
う

。
だ
か
ら
中
村
さ

ん
の
作
品

は
器

に
隕
ら
ず
、
テ
ィ

ー
カ
ッ
プ
入
れ
、

骨
っ

ぽ
な
ど
広
範
囲
に
及

ぶ
。

ま
た
、
海
外
を

旅
し

、
異
文
化

に
触
れ
た
自
己

の
感
性
を
昇

華
さ

せ
、
作
品
に
反

映
さ
せ

る
と

い
う

中
村

さ

ん
は

、
「
自

分

が
観

察
し

て
、
気
付

い
た
も
の
を
ア
レ
ン
ジ

す

る
こ
と

が
制
作

の
基
本
」
と
も

話
す
。
「
漆
器

は
生
活

に
密
着
し
、
使

わ
れ
続
け
て
こ
そ

、
そ
の
良
さ

が

発
揮
さ

れ
ま
す

。
た
と
え

ば
、
駅

の
階
段

の
手

酢
り

に
漆
を
塗

っ
た

ら
、
人

々
の
手

ず
れ
で
、
次
第
に

そ

の
漆

が
味

わ
い
深

い
物
に
な

っ

中 村　真さん

夏休み親子教室

｢戸定邸を写そう｣

8 月21 日團・23 日閨各午前9時30 分～正午

会場戸定邸庭園（戸定邸前集合）　内容普段は

立ち入りできない戸定邸庭園を特別に開放し 、

写真撮影や写生ができます　対象小中学生（保

護者も可） 定員各日先着30 人　費用無料

※各日とも最初に戸定邸のガイダンスがありま

す。

※三脚・イーゼルは不可。またハイヒールはご

遠慮＜ださい。

圃電話で戸定歴史館H362-2050 へ（月曜休館）

救急医療体制

東京芸術大学美術学部漆芸研究室講師

市立博物館企画展

漆
に
限
り
な
い
表
現
を
追
求
し
て

人
ひと

シリーズ第19 回　エノキ

固みどりと花の課c366-7378

受
賞

作
品

は
、
椰
子

の
殼
を
割

り
、

漆
を
塗
っ
た
食
器

「
コ

ロ

ー

ゴ
ロ
」
。
中
村
さ

ん
が
昨
年
の
夏
、

タ
イ
を

旅
し

た
時
、
山
積
み

さ
れ

た
椰
子
の
殼
を
見
て
思
い
つ
い
た
。

「
南
国

で
は
椰
子
は
生
活

と
共

に

あ
り

、
さ
ま
ざ
ま
に
活
用

さ
れ

グランプリ受賞作品「コ囗・ゴロ」

案
内
図

健康保険証をお忘れなく

｢衛生会館所在…竹ヶ花45の53｣

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています]

……S366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所……S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……O365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時


